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               第1章繕   言

 同種血球凝集反騰二体ヅテ人類ノ血液ヲ4型二分類シ得ルコトガ釣ラレテ以來，更呈多数

ノ種類ユ分類シャウト努力スル研究者相踵イデ出チタ．工911年… D・㎎em㎜d Hi雌壬eld〔〕

ハA型血球ヲA－gro・s及A－k1ein／2種二分類スルコトガ出来ルト報告シダ．爾來A型血

球ノ亜型問題二就イチ多数ノ研究ガ報告サレテヰル．1927年Lands舵i口er㎝d Levine（2〕ハ

家ノ如キ新シイ事費ヲ製表シダ．師チ人血球ニテ家兎ヲ免疫シテ得タル多数ノ免疫血清二就

キ，或ル種ノ人血球ニテ吸着シタトコロガ最早ヤ該血球ニハ作用シナイガ倫ホ他ノ血球ヲ強

ク凝集スル血清ノアルコトヲ認メ，ソノ血清ノ含有スル凝集素ヲ抗M凝集素ト陣ビ，ソレ

ニ勤膳スル血球ノ含有スル凝集原ヲM凝集原ト稀シダ．更二舳〕上記免疫血清ヲM凝集

原ヲ有スル血球ニテ吸蒲シテ見ルト俺ホ或ル種ノ人血球ヲ凝集スルコトアルヲ認メ，之ニヨ

リM凝集原以外二愉ホ新凝集原ヲ認メ得タトナシ，之ヲN凝集原ト鵜シ。狗ポ川〕コノM
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及N凝集原ノ遺偉ヤ出現率畠關スル興味深イ報告ヲナシタ．英後欧米皇於テハSch舳Hn，

Schockaertn21，Am垣el（一3〕，Wi㎝er㈹，Wi㎝er，L6de附舳d Polayes U8え，Nigg09，，

B6mstei皿｛20工，Wi帥er and Va1sberg〔2n，Sch冊㎜d v㎝Verschuer（ω，Th㎝s㎝und

Claus㎝㈱，瓦1ovuor1㈹，Wiener，Rothberg and Fox㈹，Ko11er（26；，WolH〔2η，

L舳r｛鎚・3D〕，刷舳rock｛31〕，M1目yser㈹，Witobsky㈹，Jadin㈹，Lattes㈹㈹，La舳

et Gπrasi舳，Ku皿d（38i，α舳s㎝㈹用，Crom6（川ω，M1舳er－Hess㈹，We11isch｛44），

Laub㎝hdmer‘帆，Wagner㈹，Nico1出i舳，Thoms㎝（州，Therkelsen㈹，Me1xner（舳，

Eiskr｛5い，D・j・rric de ia R1・i≧re et Kosso・1tch㈹等二体リM及N凝集原ノ特性，遺偉

関係，出現率等二歳イチ報告サレテ居リ，本邦二於デモ追試研究者出デ滋野（左右吉）㈹，阿

久根（睦）（馴，橋本（鐘爾）‘舳2），石津（作家郷）（56〕，高原（武一）㈹，日比野（勝）（舳5〕，杉

下（倫治）㈹㈹，國房（二三）㈹j，平澤（東一）舳，關谷（正一）（52，，三田（定則）て剛等ハ陽性

ノ成績ヲ得，松本（明）（64〕ハ陰性ノ威綾ヲ得テヰル．余65’I67）ハ嚢二人血球免疫家兎血清二於

テ税M及抗N凝集素ヲ讃明シテ概略ヲ報告シ，更二人血球ノ抗M及抗N凝集素二対スル

被凝集性（舳並二M及N凝集原ノ膳月二就イチ舳柳カ報告シタガ，麦二0，A，B，AB各

型血球ヲ免疫シテ得タ家兎血清二就イチ行ツタ實験成績ヲ報音シテ先輩諸賢ノ御批判ヲ抑ギ

タイト思フ．御報昔スルニ當ヅテ從來ノLa・d・tei・er氏O，A，B，AlB／4型ヲABO式血

液型トシL測dstei舵r and Le・in・爾氏薪血液型ヲMN式血液型トシテ表バスコトニスル．

婁；2章 責騎童オオ＊斗並二賛E1強カ’姜去

 人血球．肘静脈ヨリ採血シタル人血液ヲ拘機酸曹達ヲ加ヘタ食麗水申二入レ凝固ヲ防ギ，之ヲ生理的食

麗水ニテ数回流瀧シ勇疫用或ハ吸着用二供シダ．衛ホ豫メ英血球，血清ヨリA把O式血液型ヲ瞼査シ，叉

千葉蟹科大學法圏學教室橋本鐘両氏ヨリ途附ヲ受ケタル抗M血二抗N血清二体ツチMN式血液型ヲモ擬

査シダ．

 冤疫用動物．麗重約2500乃至3000瓦ノ健康ナル家兎ヲ商人ヨリ質ヒ，敷目間飼養シテ食料二馴ラシ冤疫

二使用シタガ，冤疫操作ヲ初メル前二英ノ正常並濡ヲ各型人血球二作用シテ抗饅量ヲ測定シダ．家兎ハ英

ノ血清學的麗質二体テ抗原二勤スル反懸カラ異ニシ，血球ノ型特異性抗鵠産生二至大ノ關係ヲ有スルト云

フコトハ従來ノ研究者ノ認メテヰルトコロデアルガ，余八家兎ノ正常血清ノ抗鵠竃ト抗M及抗N凝集素産

生ノ難易トノ麗係ヲ知ラント思ヒ血清ノ抗饅童測定ニハ特二毎常OM及ON型血球ヲ作用スルコトニシタ．

 冤疫血清ノ作リ方．各型人血球沈澱ヨリ10％食麗水浮游液ヲ作リ英ノ50㏄宛ヲ3目乃至4目ノ間隔ヲ

置イチ家兎ノ耳縁静脈内二反復注射シ，注射回藪12回ニナッタラ最後ノ注射ヨリ1週間後二採血シテ氷室

内ニテ血清ヲ分離シダ．新鮮ナル免疫血清ヲ直テニ人血球ニテ吸着スル時ハ溶血作用ヲ起シ，英ノ目的ヲ

達シ難イノデ56℃ノ混浴中二30分間知溜非働性トスルカ氷室二藪月間保存シテ補題ノ破壊サレ溶血作用

ヲ超サナクナッタモノヲ用二供シダ．

 吸着方法．上記冤疫血清ヨリ生理的食麗水ヲ皿テ10倍稀羅液ヲ作リ，英ノー定量二等量ノ人血球沈澱ヲ

加ヘヨク混和シテ「コルク」ニテ密筐シ37㌔ノ艀耶器内二2時間放置・英ノ後氷室内二4時間静置シテ後

翠心沈澱シテ上演ヲ取ル．新タノ如キ操作ヲ2回乃至3回繰返シテ行フ．

                     【15】



脆 越    後

 凝集債ノ測定法並二英ノ表シ方．血清ヲ生理的食露水ヲ以テ選減約二語穣シ，之ヲ「ピベヅト」ヲ虫テI

滴宛連債ホール蘭子ノ窩上二滴下シ，1％ノ血球浮瀦液（洗瀧血球沈澱ヲ1％ノ割合二生理的食爵水二浮

游セシメタモノ）ヲ各1滴宛混和ツ，30分後二其ノ凝集反懸ヲ検査ツタ．反腰ハ竃湿〔珊C乃至33氾）デ行

ツタ．凝集反騰瞼査ハ主トシテ肉眼ヲ風テ判定シタガ，反躍ノ微弱ナ部位ハ顯微鏡下二於テ制定シダ、成

績ノ記載ハ凝集反懸ノ程度ニヨヅテ，拙ハ騒度，什＾中等度，十八弱度，±ハ肉眼的ニハ不著明デアルガ

顕微鏡下二於テ陽陸ナモノ，一八陰性ナモノヲ赤スコトニシタ．凝集使ノ表シ方トシテハ便宜上，凝集反

躍陽性ヲ示ス血清ノ最高稀麗度ヲ鼻テ英ノ血清ノ凝集債トシテ記載スルコトニシタ．

 血1球酒精越幾斯ノ作リ方．籔回生理的食盤水ニテ遠心法権ツタ血球沈澱二其ノ6借慶ノ無水酒精ヲ加

へ，藪目闘3κノ艀卵嚢ニオサメ時々振騒ツチ浸出γ，之ヲ濾過紙ニテ2回濾過シテ血球ノ酒精越麓斯

トシタ．實験二際シテハ扇風機ヲ用ヒテ酒精ヲ蒸護セシメ，生理的食盤水ヲ映テ，原血球沈澱量ト等量ノ1

浮瀦液ヲ作リ使用シダ．

 煮沸血球ノ作リ方．コク洗襟セル人血球沈澱ヲ沸騰セル重湯熊ニテ2時圃加熱シ，英ノ煮沸血球ヲ乳鉢

ニテヨク細野シテ粉末トツ，實験二際ツテハ生理的食盤水ヲ風テ，原血球沈澱量ノ2倍量ノ浮游液ヲ作リ

使用シダ．

 血球基質ノ作リ方．コク洗総セル入血球沈澱ヲ，英ノ5乃至6倍量ノ「エーテル」中二流憲シテ滴加シ，

強ク振騒ツタル後数分間放置γ，上清「エーテル届ヲ吸ヒ去リ，残浩二約10艦量ノ薫麗水ヲ加ベテ語カニ

混和ヅ，一夜氷室二放置シ器底二沈降セル基質ヲ藪回生理的食麗水ヲ皿テ洗襟シ，基質沈澱二等量ノ食≡翻

水ヲ混和シ浮游液トシテ使用二供シダ．

第3章0型人血球免疫血清二就イチ

               第1節 0M型人血球冤疫

 2例ノOM型人血球ヲ3例宛ノ家兎二冤疫シテ得タル血清二就テ賢験ヲ試ミタ．第1表

ニハ家兎血清ノ冤疫前及免疫後二於ケル人血球二対スル凝集償ヲ示シタガ，免疫前二於テ

OM型及ON型血球二対スル凝集慣ノ差異ヲ認メタモノハナカッタ．免疫後ノ凝集慣ハ16

00乃至6400ヲ示シタガ各型人血球二勤スル凝集憤ハ作用セル血球ノ型二依テ著シイ差異ヲ示

スモノヲ認メナイ．タ寸N・．2及No．5ノ血清ハON型血球ヨリモOM型血球二勤シ稿々

高イ凝集慣ヲ示シダ．

 右各冤疫血清ヲ0M型，ON型，AM型，AN型，BM型，BN型、A1BM型，ABN型

ノ人血球ヲ以テ夫々充分吸着シ，吸着後ノ上清二就テ各型人血球二対スル凝集反騰ヲ検スル

ニ第2表二示ス如クNo．I血清ハ320，No．2血清ハ80，No．3血清ハ640，No．4血清ハ

40，・N・．5血清ハ160ノ凝集償ヲ有スル税M凝集素ヲ讃明スルコトガ出来タガNo．6血清

ハ吸着後各型血球二対シテ凝集反騰ヲ示サナカヅタ．

 武昌吸着血球ノ血液型二就イチ考察スルニNo．1，No．2，No．3，No．5ノ各血清二於

テハ0N型，AN型，BN型，ABN型ノ何レノ血球ニテ吸着シタル時モ常二M凝集原ヲ

有スル血球ニノミ作用スル抗M血祷ヲ作成スルコトガ出來ダ．然ル；No．4血清二於テハ

0N型，1BN型ノ血球ニテ及着シタル場合呈ハ吸着後ノ血清ハ0N型，EN型ノ血球阜く作

                    【16】
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周シナイノニAN型，A亙N型血球ヲ凝集シ，ソノ凝集使ハ20ヲ示シ，OM1型，BM型ノ地

球ニテ及着シタル場合ニハ吸着後ノ血清ハAM型，AN型，ABM型，ABN型ノ血球呂侮

ホ作用シダ．翻ヅテ第1表ヲ見ルニN・．4血清ノ冤疫前ノ凝集便ハO型及B型血球呈封シ

   第1表 OM型入血球二体ル免疫血清ノ凝集便

血清 作用 冤 冤疫血清掃麗度疫

番號 血球 前 ユ00 200 400 800 1600 3200 硯OO 1280025600 51200

OM 4 冊 柑 惜 冊 仲 十 ’ ・ ・ ’

ON 4 淵 拙 併 拙 什 十 ’ 一 一 ’

No．ユ A 4 冊 紺 柑 拙
十十

十 一 一 一 ’

丑 4 柵 糾 併 糾 什 十 ’ ‘ 一 ’

AB 4 榊 柵 朴 冊 甘 十 一 ■  ’ 一 ’

OMl O 冊 冊 榊 冊 排 什 十 一 一 ’

ON 0 淵 排 糾 柵 料 十 ・ 一 一 ．

No．2 A 2 辮 冊 柵 冊 拙 什 ± ・ 口 一

B 2 朴 柑 冊 帯 朴 甘 十 一 ． ．

A鴉 0 淵 淵 柵 榊 糾 件 十 一 一 一

OM 2 榊 糾 榊 榊 十 ・ ・ 一 一 ‘

ON 2 淵 冊 柵 榊 十 一 ． ・ 一 一

N軌3 A 2 什 掛 冊 榊 十 ． ■ ・ ・ ’

丑 2 柑 冊 榊 什 十 ・ ． 一 口 ’

A遍 2 冊 拙 冊 拙 十 一 一 一 一 ’

OMl 4 淵 柵 冊 十十 十 一 一 ・ ■ ’

ON 4 柵 冊 拙 料 土 ■ 一 ・ 一 ’

No．4 、A 32 柑 借 糾 什 十 一 一 ． 一 ・

lB 4 僻 柑 糾 什 土 ・ 一 ・ 一 ‘

A丑 16 耕 朴 榊 什 十 一 i 一 口 ’

0M 2 榊 冊 柵 耕 榊 什 十 一＝ 一 ’

ON 4 冊 什 冊 拙 甘 十 ■ 一 一 一

No．5 A 4 榊 冊 洲 併 糾 片 十 ’ 一 ‘

B 4 榊 柵 併 什 柑 甘 ± ’ 一 ’

AE 4 柵 。・ 糾 冊 淵 什 十 一 ■ ’

OM 8 綿 糾 柵 拙 協 什 十 ’ ・ ・

ON 8 珊 冊 榊 一州 冊 什 十 ’ 一 ・

No石 A、 8 冊 ．什 柵 糾 榊 甘 甘 十 一 ．

lB 8 辮 朴 州 柑 糾 什 十 一 一 ’

AB 8 冊 拙・ 冊 僻 一冊 什 十 一’ 一 ’
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18 越    後

テ4，A型血球昌勢シテ32，AB型血球二勤シテ16ヲ示シテヰルカラ，0型及B型血球ニテ

吸着シダ後ノ血清ガ街ホA型及A扇型血球二作用スルノハコノ家兎ガ本來含有シテヰタ正

         第2表 抗0M型人血球免疫血清ノ吸着試験

血漬
吸
血球 謹明セル

作用 OM ON AM AN BM ：BN ABM1 ABN一凝集棄

番彊 血球
（凝集債〕

0M O 320 0 320 0 320 O 320

0N O O O 0 0 O O O

AM 0 320 0 320 O 320 O 320
抗

＾N O O 0 O 0 0 O O
N0．ユ

BM O 320 0 320 0 320 O 320 M

BN 0 0 0 O 0 O O O
（320〕

ABM 0 320 O 320 O 320 O 320

ABN O 0 O 0 0 0 0 0

0M O 80 O 80 O 80 0 80

0N 0 O 0 O 0 O 0 O

AM O 80 O 80 0 80 O 80
抗

＾N 0 O 0 q 0 O O O
No．2

BM 0 80 0 80 0 80 0 80 M

1BN 0 0 0 O 0 0 0 o
（80）

ABM O 80 O 80 O 80 O 80

A巫N O 0 0 0 0 0 O O

OM 0 640 0 640 0 640 0 640

ON 0 O 0 0 0 0 O 0

AM 0 640 0 640 O 640 0 640
抗

AN 0 0 0 O O O 0 o
No．3

遍M 0 640 0 640 0 640 0 硯O M

BN O 0 0 O 0 O 0 0
（640）

AEM O 640 0 640 0 640 O 640

ABN 0 0 O 0 O o 0 O

OM 0 40 0 40 O 40 O 40

0N 0 O O 0 0 0 O 0

AM 20 40 0 40 20 40 0 40
抗

AN 20 20 0 O 20 20 O O
No．4

EM O 40 O 40 0 40 O 40 M

毘N O O 0 0 0 0 0 0
（40）

ABM 20 40 0 40 20 40 0 40

ABN 20 20 0 O 20 20 0 O

【18】
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OM1 0 160 O 160 0 160 O 160

ON O O O 0 0 0 0 O

AM 0 160 0 160 0 160 0 160
抗

AN 0 0 0 0’ 0 O O 0
No．5

BM1 O 160 0 i60 O 160 0 i60 M

遅N 0 0 O 0 0 0 O 0
（160〕．

ABM O 160 O 160 0 工60 0 160

A1BN 0 0 0 0 0 O 0 0

OM 0 O 0 0 O O O O

ON O O 0 0． O O 0 0

AM 0 0 O O 0 0 O O

AN O 0 0 0 0 0 O 0
No．6’

丑Ml 0 O 0 0 0 O O
無

0

EN O 0 O 0 0 O 0 O

A思Ml O 0 O 0 O O 9 O

ABN 0 0 0 0 0 O 0 0

常抗鵠ノ作用二依ルモノト考ヘラレル・Scb冊㈹ガ家兎ヲ冤疫シテ抗N血清ヲ作ル際昌護

見シタト報昔シタ薪凝集原Gハ或ハコノ正常枕誰ノ作用ヲ冤疫身ヨヅテ獲得シク冤疫抗誰

ト誤認シタモノニ非ルカト疑ハレル．

 茨二抗0M型人血球冤疫血清二於テ抗N凝集素ノ産生ヲ見ザルヤニ就テ注意シテ賢験シ

タガ第2表二示ス如クM型血球ニテ吸着シタル後ノ上清皇於テN型血球ニノミ作用スル血

清ヲ1例モ見ナカツタ．北像（春光）㈹ハM型血球冤疫血清中二抗N凝集素ヲ，N型血球冤

疫血清中二抗M1凝集素ヲ含有シテ居タト思ハレル例ヲ報皆サレテヰルガ，正常型的凝集素

ノ多量二含有スル家兎ヨリ得タ冤疫血清ヲOM型，ON型血球デ吸着シタ後A，遍，AB型血

球ヲ作用スルト型的凝集素ノ爲メニA，B，AB型血球ガ凝集サレ，M型血球ヲ冤疫シテ抗N

凝集素ヲ，N型血球ヲ冤疫シテ抗M凝集素ヲ産生シタカノ如ク誤認スルコトガアルカラ注

意シナケレバナラナイ．

              第2笛 0N型人血球冤疫

 1例ノ0N型人血球ヲ3例ノ家兎昌注射シテ得タル冤疫血清二就イテ實験ヲ試ミタ．第3

表二示ス如クNo．7，No．9ノ家兎血清ノ冤疫前ノ人血球二封スル凝集便ハ作用スル血球ノ

型二依リ大ナル差異ヲ示サナカツタガNo．8血清ハO型血球皇封スルヨリモA型，B型及

AB型血球二封シ凝集債ガ大デアツタ．冤疫後ノ凝集贋ハ1600乃至6400デアツテ作用スル血

球ノ型二依リ著シイ差異ヲ示スモノヲ見ナイ．ク寸No．8血清ハ0M型血球昌封スルヨリ

モ0N型血球阜封シ凝集憤ガ梢々高カツタ．

 コノ3例ノ血清ヲ各型人血球ヲ以テ夫々充分吸着シ，吸着後各型人血球昌作用シクガ第4

                  【19】
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表昌示ス如ク，No．7血清ハ40，No．8血清ハ160，No．9血清ハ320ノ凝集債ヲ有スル抗N

凝集素ヲ讃明スルコトガ出來タ，

 弐二吸着血球ノ血液型ヲ注意シテ見ルトNo．ク，No．9血清昌於テハO型，A型，皿型，

AR型ノ何レノ血球ニテモM型血球デアルナラバ，ソノ吸着後ノ血清ハM凝集原ヲ有スル

血球ニハ作用セル完全ナル抗N血清ヲ作成スルコトガ拙來タ．No．8血清二於テハ0M型，

BM型血滅ニテ吸着シタル時ハソノ吸着上清ハOM型，丑M型血球ニハ作用シナイノ臭

第3表 0N型人血球二体パ冤疫血清ノ凝集償

血清 作用 冤 冤疫血清稀麗度疫

番號 血球 前 100 …1… …」蜘1・・・・・… 工2800

蜘
51200

OM 4 併 榊 糾 甘 十
一 ■ 一 一 一

ON 4 拙 榊 僻 什 十 ・ 一 一 ・ ｝

No．7 ．A 4 耕 拙 出 什 十 ． 一 一 一 一

B 4 冊 糾 糾 什 十 一 ■ 一 ■ 一

AB 4 糾 耕 柑 片 十 一 一一’ i ■ 一■II■

OM 4 冊 榊 耕 州 什 什 ± 一 一 ■

ON 4 併 柑 榊 淵 耕 丹 十 土 一 一

Nn把 A 8 榊 糊 糾 州 朴 甘 十 土 一 一

B 8 榊 拙 榊 柵 甘 什 十 一 ． 一

AB 8 耕 冊 拙 州 冊 十十 十 一 ■ 一I

，OM 2 榊 朴 糾 什 什 十 一 一 一 一

ON 2 朴 拙 併 什 料 十止 一 一 6 一

N軌9 A 2 糾 榊 俳 仲 什 十 ・ ・ ｝ 1
遍 2 柑 冊 糾i 什 什 十 一 一 □ 一

AlB 2 糾 併 柑1件 什 十 ・ 一 一 ‘

第4表抗0N型人血球免疫血清ノ吸着試験

血清
吸
血球 ・M1・・ 讃明セル

作用 AM AN BM 1BN ABM ABN 凝集繋＝

番號 血球 1 （凝集憤1〕

’ ■OM O O 0 0 O10@！
0 0

0N 40 O 40 0 且O10 40 O

AM 0 0 0 0 010 0 O
一折

AN 40 o 40 0 40一 0 40 0
No．7

lBM 0 O 0 O 0 O 0 0 N

EN 40 O 40 O 40 O 40 0
（40）

ABM O 0 0 0 O 0 O O

ABN 40 0 40 0
 ≡
S01 0 40 0

一一
日理】
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    OM1   0   0   0

    0N   160  0  160

    AM   10  10  0

    AN   160  10  160
No．8

    BM    0   0   0

    BN     160    0    160

    A届M     10    10    0

    A瑠N    160   10   160

    0M    0

    0N   320

    AM1   0

    AN   320
No．9

    把M    0

    過N   320

    A皿M   O

    AEN   320

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0   0   0   0

ユ60    0    160    0

王0

@10 0 0 抗
160   10   工60    0

            N0   0   0   0

160 0 160 0 （160）

i0  10  0   0

160   10   160    0

0   0   0

320  0  320

0   0   0

320  0  320

0   0   0

320  0  320

0   0   0

320j0 320

0   0

320  0

0   0
      抗
320  0

      N0   0

320 0 （320）

O   0

320  0

AM型，A丑M型血球ヲ凝集シ，ソノ凝集慣ハi0ヲ示シダ．叉ON型，瑠N型血球ニテ吸着

シタル場合ニハソノ吸着上清ハA型，AB型血球二倫ホ凝集カラ有シテ居タ．第3表ニテ示

シダ如クNo．8血清ハO型血球ニハ4，A型，B型，AB型血球ニハ8ノ凝集債ヲ有シテ

居ダカラ．第i節二於テ記述セルト同様二，No．8血清ガO型，B型血球デ吸着シタル後二

倹ホA型，A星型血球ヲ凝集シタノハソノ血清申二正常抗鵯〆ヲ持ツチ居ダカラデアル．

 ON型人血球ヲ冤疫シテ得夕家兎血清二於テ抗N凝集素ヲ讃明シタモノハ1例ヲモ見ナ

カツタ（第4表参照）．

              第3節 0MN型人血球冤疫

 2例ノ0MN型人血球ヲ3例宛ノ家兎二冤疫シテ得タル血清二就イチ實験ヲ行ツタ．冤

疫前及冤疫後二於ケル人血球二対スル凝集慣ヲ第5表呈示シダ・N・■0，N・．l1，N・．13，

N｝14血清ハ冤疫前二各型血球二野スル凝集慎二型的差異ヲ示サス，No．i2及No．15血清

ハO型血球二対スルヨリモA型，遍型，A丑型血球二対シ凝集慣ガ大ヂアツタ．冤疫後ノ凝

集憤ハ1600乃至6400デアヅタガ作用セル血球ノ型二体ツチ凝集慎二著シイ差異ヲ示スモノ

ヲ見ナカヅタ．

 第6表ニハO，A，頂，AB冬型ノM型及N型血球昌テ吸着シダ成績ヲ示シタガ，No．12

血清ハ80，N・．13血清ハ40ノ凝集憤ヲ有スル税M凝集素ヲ護明スルコトガ出来，No．1O，

No．1’1，No．12血清ハ80，No．13，No．14血清ハ160，No．15血清ハ40ノ凝集償ヲ有スル流N

凝集素ヲ護明スルコトガ出來タ．

弐二吸着血球ノ血液型ヲ見ルニN・．10，No．lI，No．14，N・．15血清二於テハM1凝集原

                  江刎】



22 越  後

ノミヲ有スル各型血球昌テ吸着シタル吸着上清く常二N凝集原ヲ有スル血球ニノミ作用ス

ル抗N凝集素ヲ嚢シテヰタ．No．13血清二於テハM凝集原ノミヲ有スル各型血球ニテ吸着

シタル場合ニハ完全ナル抗N凝集素ヲ残シ，N凝集原ノミヲ有スル各型血球皇テ吸着シダ

   第5表OMN型人血球二体ル冤疫血清ノ凝集使

血清 作用 冤 冤疫血清稀穣慶疫

番號 血球 前 …1… 400 800 160032006400
・・…1郷・・・・…

OM 2 柑 柑 耕 柑 什 什 十 口 一 一

0N 2 糾 柑 冊 糾 甘 件 土 一 一 一

No．1O A 2 排 糾 紺 排 什 什 ± 一 ■ 一一

B 2 榊 柑 耕 帯 サ 料 十 ・ 口 ■

AB 2 帯 冊 掛 冊 什 甘 十 ■ 一 一

0M 4 冊 排 糾 井 十 一 ■ 口 一 ■

ON 4 冊 借 糾 甘 十し
■ 一 一一 ■ ■

No．11 A 4 冊 柵 柑 什 十 一 一 一 一 一

B 4 糾 冊 柵 什 十 ・ 一 一 一 ■

一AB 4 耕 冊 榊 甘 ± ・ 一 一 一 一

OMl 4 耕 冊 辮 排 什 十一 一 一 一

ON 4 耕 柑 冊 柑 丹 十E一 一 一 一

N軌12 A 16 柑 耕 柵 冊 丹 十， 一 一 一 一

：B 16 帯 冊 併 ・H＋ 什 十 一 ・ 一 ・

AB ユ6 什 榊 柑 冊 什 十 ， 一 一 一

OM 8 耕 耕 耕 柑 せ 十 一 □ 一 一

ON 8 耕 州 耕 朴 柵 十 一 一 ＾ 一

No．13 A 8 糾 拙 耕 糾 什 十 一 一 一 一

旭 8 朴 冊 柵 排 什 十 一 一 口 一

A巫 8 帯 柑 併 耕 什 十 一 ・ ． 一

OM 2 拙 柵 糾 榊 什 十 一 一 ■ 一

0N 2 借 柵 桝 排 什 十 一 一 一 一

No．14 A 2 柑 糾 排 糾 什 十 一 一 一 一

E 2 榊 榊 朴 柑 井 十 一 一 ・ 一

AB 2 耕 冊 糾 冊 什 十 一 ， ■ 1
OM 2 榊 冊 糾 什 十 一 一 一 一 一

ON 2 榊 柑 耕 什 十 一 一 一 一 一

N町15 A 8 帯 糾 拙 什 十 一 一 口 一 ●・

B 4 什 冊 糾 甘 十 ・ 一 一 ■ ■

AlB 8 柑 耕 朴 什 十 ■ 一 一 一 一

【22】
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第6表 抗OMN’型人血球免疫血清ノ吸着試験

No．1O

OM

ON

＾M

AN

EM

BN

ABM

A頂N

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

抗

N
（80）

No．11

OM1

ON

AM

AN

BM

BN

ABM1

ABN

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

0

80

0

80

0

80

0

80

O

O

O

O

0

0

0

0

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

抗

N
（80）

OM1 0 80 0 80 0 80 0 80

ON 80 0 80 O 80 O 80 0
抗

AM 20 80 O 80 20 80 O 80 M
AN 80 20 80 0 80 20 80 0

（80）

No．12
1BM O 80 0 80 0 80 O 80

抗

1BN 80 0 80 O 80 0 80 0 N
A盈M 20 80 O 80 20 80 0 80

（80〕

A瑠N 80 20 80 0 80 20 80 0

No．13

OM

ON

AM

AN

BM

BN

ABM

ABN

O

160

0

160

0

160

0

I60

40

0

40

0

40

0

40

0

0

160

0

160

0

160

0

160

40

0

40

0

40

0

40

0

0

160

0

160

0

160

0

160

40

0

40

0

40

0

40

0

Ol
．60］

0

ユ60

0

160

0

160

40

0

40

0

40

0．

40

0

抗

M
（40）

抗

N
（工60〕

【23】
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OM O 0 0 0 0 0 O 0

ON 160 0 160 0 160 0 160 O

AM 0 0 0 O O 0 0 0
抗

AN 160 0 160 0 160 0 160 0
No．14

瑠M1 O O O O 0 O O 0 N

BN 160 O 160 0 160 O 160 O
（160〕

AlBM 0 0 0 O O O 0 O

A丑N 160 O 160 O 160 0 160 0

0M O O O 0 O O 0 O

ON 40 0 40 O 40 0 40 0

AM O 0 0 0 O 0 O O
抗

AN 40 o 40 0 40 O 40 0
No．15

丑M O 0 0 O 0 0 O 0 N

BN 40 0 40 O 40 O 40 O
（40）

ABM O O O 0 0 O O O

A丑N 40 O 40 O 40 0 40 0

ル場合ニハ完全ナル抗M凝集素ヲ残スコトガ出來タ．然ルニNo．i2血清二於テハAM型，

AEM型血球ニテ吸着シタル時ハ完全ナル抗N凝集素ヲ残シ，AN型，ABN型血球ニテ吸

着シタル時ハ完全ナル抗M凝集素ヲ残シタガ，OM型，ON型，BM型，BN型血球ニテ

吸着シタル場合ニハ愉ホA型，AB型血球ニハ凝集カヲ有シテ居夕．之ハ第1節，：第2節二

記述シタ如ク正常抗鐙ノ作用二依ルノデアラウ．

               第4節概   括

 書充0M＝型人血球冤疫血清6例，抗ON型人血球冤疫血清3例，OMN型人血球冤疫血清

6例二就イテノ實験成績ヲ考察スルニO型血球冤疫血清二於テハ，各型血球二勤シテ共通

二凝集反麟ヲ示ス種麗特異性凝集素トM及N凝集原二特異的二作用スル抗M凝集素及抗N

凝集素ヲ讃明スルコトガ出來タガO型特異性凝集素ハ之ヲ護明シ得ナカツタ．帥チO型血

球ニハ各型血球二共通ナル種麗特異性凝集原，M凝集原，N凝集原ヲ有スルモ0型特異性

凝集原ヲ有シテヰナイコトニナル．

 0型血球冤疫血清ノ各型人血球二封スル凝集憤く作丹jスル血球ノ血液型二依リ大ナル差異

ヲ示スモノハナカヅタ．0M型血球冤疫血清ヨリハ抗M凝集素ノミヲ言登明サレ，抗N凝集

素ヲ讃明サレタモノハナク，0N型血球冤疫血清ヨリ抗N凝集素ヲ讃明スルモ抗M一凝集素

ヲ讃明シナカツタ．0M二N型血球冤疫血清ニハ抗M凝集素ヲ讃明スルモノ，抗N凝集素ヲ

讃明スルモノ及爾者ヲ護明スルモノヲ見タ．

 茨二家兎血清ノ冤疫前ノ正常抗誰量ト冤疫後ノ抗M或ハ抗N凝集素産生ノ難易トヲ注意

シテ比較シテ見タガ，一定ノ開係ヲ見出スコトガ出來ナカヅタ．

                  匡幽ユ
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 一般二〇型血球冤疫血清ヨリ抗M或ハ流N凝集素ヲ作成スルニハM型式ハN型ノ血

球ナラバ0，A，E，ABノ何レノ血液型ノ血球皇テ吸着シテモ可能デアル．然シ正常枕饅

量ノ大ナル家兎血清二於テハ0M型式ハ0N型血球皇テ吸着シタル後室倫ホA或ハB凝

集原昌作用スル抗誰ヲ残スコトガアルカラOM，AM，BMノ各型血球混合叉ハON，AN，

ENノ各型血球混合ニテ吸着シナケレバナラナクナル．以上ノ鱗ヨリ抗M或ハ抗N凝集素

ヲ産生スル；使用スル家兎ハソノ血清ノ正常抗髄量ノ小ナルモノヲ選ブ事ガヨイト老ヘラレ

ル．

 家兎免疫血清二於テハ税M凝集素ヨリモ税N凝集素ノ産生ガ容易デアヅタ．

第4章ム型人血球免疫血清二就イチ

             第1節AM型人血球免疫

 第ク表ニハAM型血球ヲ家兎二免疫シテ得タ3例ノ血清ヲ示シタガ，No．16，No．18血清

ハA型及A把型人血球二勤シテハ他ノ型ノ血球二対スルヨリモ著シク高イ凝集便ヲ示シ，

一見シテA型血球二対スル型特異性冤疫凝集素ヲ産生シタコトヲ認メジメルノデアルガ，

No．17血清二於テハ各型人血球二対スル凝集慎二殆ンド差異ヲ認メナカツタ．

 冤疫血清ヲ0M型，ON型，AM型，AN型，BM型，BN型，A遍M型，ABN型ノ人
血球ニテ夫々充分吸着シ，吸着後ノ上清二就イチ各型人血球ヲ作用シ，ソノ凝集反悠ヲ楡シ

第ク表AM型人血球二体ル冤疫血清ノ凝集憤

血清 件1周 冤
寝

番號 血球 前

0M 2

0N 2

No．16 A 4

E 4

AB 4

OMl 4

0N 4

N¢17 A 4

B 4

A聰 4

0M 2

0N 2

NΩ．18 A 8

巫 8

AB 8

嚢1 冤疫血清稀輝度
  ・・・…1…1…1・…；・…1例・・1・・…1・馴・1・・…

  冊 排 鼎1朴 什 十
  拙・  冊  十甘  拙・  什  ±  一  一

  虹輸輸幾ユエーニ二
  糾拙糾糾淵ぺ甘・

拙  拙一 柵  件

桝  柵  榊  排

冊  冊  榊  糾

榊  糾  糾  冊

柵  冊  耕  柑

拙  柑  拙

絆  榊  榊

耕  柵  糾

柵  糾  糾

榊  冊十 冊

什

什

柑

什

冊

榊  什  料  十

耕  什  什  十

排  甘  什  十

耕  十十 什  十

州  甘  甘  十

十   一1

＋  一  一

併  什  十

十  ｝  一

冊  甘  十

【25】
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ク．ソノ賢験成績ハ第8表呈示ス如クNo．一6及N・．1ク血清ハ160ノ凝集便ヲ有スル流M凝集

素ヲ護明サレ，No．16血清ハ3200，No．1ク血清ハ800，No．18血清ハ1600ノ凝集贋ヲ有スル

抗A凝集素ヲ護明スルコトガ出來タ．

 各血清二就イチ吸着試験成績ヲ詳細二検索シテ見ルトNo．16血清呈於テ0型血球ニテ吸

着シタル場合ニハA型及AE型血球二対シテ3200ノ凝集債ヲ有スル抗A凝集素ヲ護明スル

ト同時二B型血球二鐵シテハ拘ホ凝集反騰200倍稀澤迄陽性デアヅタ．武昌AN型，ABN

型血球ニテ吸着シタル場合ニハ160ノ凝集慣ヲ有スル抗M凝集素ガ護明サレ，A型及B型

血球二対スル凝集素ハ讃明サレズ，BM型血球ニテ吸着シタル場合ニハ吸着血球タルB型

血球ニハ作用セズ，3200ノ凝集憤ヲ有スル抗A凝集素ガ護明サレタ．No－i6血清二於テ0

         第8表抗AM型人血球冤疫血清ノ吸着試験

血清
吸着
血球

護明セル

作用 OM ON AM AN BM1 丑N ムEM ABN 凝集素

番號 血球
（凝集贋〕

0M 0 160 0 160 0 160 0 160

ON O 0 O 0 O 0 0 O
抗

AM 3200 3200 O 160 3200 3200 O 160 M

AN 3200 3200 O O 3200 3200 O O
（160）

No．16

BM 200 200 0 160 0 160 O 160
抗

BN 200 200 0 0 0 O 0 O A

ABM 3200 3200 O 160 3200 3200 0 160
（3200）

A丑N 3200 3200 0 O 3200 3200 0 0

0M 0
  ヨ160

G0 160 O 160 O 160

ON 0 O 0 O 0 O O o
抗

AM 800 800 O． 160 800 800 0 160 M
AN 800 800 0 0 800 800 O 0

（160）

No．17
BMl O 160 0 160 0 160 0 160

1 抗

1BN O
010  一

0 O O 0 0 A

ABM 800 800 O 160 800 800 O 160
（800）

ABN 800 800 O 0 800 800 O O

0M 0 0  0 O O 0 0 0

ON o 0  0 0 O o 0 O

AM 1600 1600 0 0 1600 1600 0 0
抗

AN 1600 1600 0 0 1600 1600 O 0
No．18

：BM 0 0  0 0 0 0 0 0 A

丑N 0 0  0 0 0 0 O 0
（1600〕

A遍M 1600 1600 0 0 1600 1600 0 0

ABN 1600 1600 0 0 1600 1600 0 O

護明セル

（凝集贋〕

【酎コ



人血液二於ケルM及N凝集原皇嗣スル研究 カ

型血球ニテ吸着シタル後二荷ホB型血球呈封シテ凝集カラ有シテヰタノハ山崎（武拾）｛刑）ノ

家兎血清二於テ護明シダA型血球トB型血球トノ共通ナル部分二対騰スルモノデアラウ．

No．17血清二於テ完登ナル流M凝集素ノ讃明出來タノハAN型式ハABN型血球ニテ吸着

シタル場合デアリ，完全ナル抗A凝集素ノ讃明出來タノハO型式ハ遍型ノM凝集原ヲ有

スル血球ニテ吸着シタル場合デアヅタ．No．18血清二於テハO型，B型血球皇テ吸着シタル

場合二毎常完全ナル抗A凝集素ヲ讃明出來タ．

 以上記述セル如クAM型血球冤疫血清二於テハ流M及抗A凝集素ガ讃明サ1／，抗N凝

集素ノ護明サレタモノハナカッタ．

             第2節 AN型人血球免疫

 i例ノAN型血球ヲ3例ノ家兎二免疫シテ得タル血清二就イチ實験ヲ試ミタノデアルガ，

第9表二示ス如クN・．19血清二於テハ冤疫前モ冤疫後モ各型人血球二対スル凝集慎二著明ナ

差異ヲ認メナイガ，N・一20，No．21血清二テハ冤疫後二於テA型及AB型血球二対スル凝集

憤ガ伯ノ型ノ血球二対スルヨリモ大ナル債ヲ示シテ居ル．

 右冤疫血清二就イチ各型人血球ニテ夫々充分吸着シダ成績ヲ第10表二示シダ．No．19血清

ニハ320，N・・20血清ニハ160ノ凝集慣ヲ有スル税N凝集素ヲ護明シ，N・．19血清ニハ400，

N・．20血清ニハ800，N・．21血清ニハ1600ノ凝集憤ヲ有スル抗A凝集素ヲ護明シダ．N・．19

及N・．20血清二於テ抗N凝集素ヲ作成スルニハAM型式ハABM1型血球ニテ吸着スルコト

第9表 AN型人血球二体ル免疫血清ノ凝集慣

血清 作用 冤 冤疫血清稀躍度疫

番観 血球 前 1oo 200 400 800 1600 3200  6400  12800 25600 51200

OM 2。 糾 榊 州 柑 拙 冊 井 甘 士 ・

（）N 2 帯 榊 柑 冊 拙 冊 甘 甘 ± 一

N軌19 A 2 耕 柑 排 柑 拙 糾 拙 什 十 一

B 2 糾 柵． 柵 柵 拙 拙 冊 甘 十 一

AB 2 柵 糾 朴 冊 州 柵 拙 什 十 ■

OM 4 拙 柑 排 冊 排 什 ± ・ 一 一

ON 4 冊 州 糾 冊 冊 料 十 一 一 一

No，20 A 4 拙 柑 冊 糾 淵 拙 什 十 一 一

B 4 糾 排 柵 柵 柑 什 十 一 一 ・

A瑠 4 榊 糾 州 榊 排 朴 仲 十 一 一

OM 8 拙 冊 朴 糾 料 十 一 一 ■ ．

0N 8 糾 耕 糾 冊 什 十 ・ 一 ■ 一

No．21 A 8 榊 冊 糾 冊 柑 冊 甘 十 ・ ■

B 8 柑 糾 糾 州 柑 壮 十 一 一 一

AB 8 冊 冊 冊 柑 併 柑 せ 十 ・ 一

i・・…

【η1
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第10表抗AN型人血球冤疫血清ノ吸着試験

簑農汐㎝㎝舳州㎜㎜㎜㎜灘
    0M O l O

    桑：：1，1．

M・
P二410410

    ぶ：：：、：。

    …1・…

0

310

320

0

て0

320

    OM  01010
    ・・ 。。。。！、。。

    AM     800   800    0

    AN 8008001160
N軌20 DM 。。。
    I；N     160   0    160

    ・遍・・・…1・

    ・・・・・・…い・・

    OM   O   0   0

    0N    0   0   0

    AM     1600  1600   0

    AN   1600 1600  0
No．21

    丑M1   0   0   0

    BN   0  0  0

    ABM   1600 1600  0

    …｝・・…

0   0   0   0   0

1：鴛ふ3㌘0
。、。。、。。、、。」

O   0   0   0

1：：1，1，3101

0 400400320i
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

抗

N
（320）

抗

A
（400）

0   0   0   0

16001600抗800   800    0    0     N

800180016010（160）
。 。 。！。

           抗

16001600A…1…。。（…〕
・・1・・・…

O l O O O l

．1…   ，
1600 P16，000 抗
1600 51600   0     0

           A0   0   0   0

0 0 0 0 （1600）

1600  工600   0     0

1600  ユ600   0     0

ガ必要デァリ，抗A凝集素ヲ作成スルニハON型式ハ協N型血球ニテ吸着スルコトガ必要

デアヅタ．No．21血清二於テハ0M型，ON型，BM型，丑N型ノ血球ニテ吸着シタル場

合二毎常抗A凝集素ヲ作成スルコトガ則來タ．

             第る笛 AMN型人血球冤疫

 2例ノAMN型人血球ヲ3．例宛ノ家兎二注射シテ得タ冤疫血清二就イチ實験ヲ試ミタ・

第11表ニハ免疫前並二免疫後二於ケル家兎血清ノ各型人血球二対スル凝集慣ヲ示シダ．冤疫

前二於ケル血清ノ凝集慣ハN・．23，N・．26血清二於テハ0型血球二対スルヨリ他ノ型ノ血

球二勤スル便ガ大デアリ，No．22，No．24，No，25，No．27血清二於テハ作用スル血球ノ型

二体リ差異ヲ認メナイ．免疫後二於ケル血清ノ凝集慣ハN・、23，No．26，No．2ク血清二於テ

                 【28】



人血液呈策ケルM及N凝集原二胴スバ研究          二四

八A型及AB型血球昌封スル債ガO型及丑型血球畠封スル使ヨリ大デアヅタ．

冤疫血清ヲ各型人血球ニテ夫々充分吸着シダ．第12表呈示ス如クNo．24血清二テハ80ノ凝

集債ヲ有スル抗M凝集素ヲ讃明サレ，N・．22血清鳥テハ160，No．23血清昌テハ80，No．24

   第11表 AMN型人血球二体ル冤疫血清ノ凝集憤

血清 作用 冤 免疫血清稀緯度疫

香號 血球 前 100 200 400 800i1600 3200 6400 12800 2560056200

0M 1 拙 榊 糾 冊 柵 拙 糾 甘 十 ・

ON 1 榊 糾 朴 柑 朴 柑 耕 井 十 一

No22 A 1 柵 糾 拙 榊 排 柵 拙 什 十 一

B 1 柑 冊 柵 朴 料 併 柑 什 十 I
AB 1 州 冊 榊 冊 柵 柵 排 朴 十 一

OM 工

併 榊 糾 冊 冊 十 ・ ・ 一 一

0N 1 排 柑 拙 冊 冊 十 ■ 一 一 ・

No－23 A 4 冊 糾 併 糾 柑 拙 甘 十 ・ 一

1B 8 冊 冊 冊 柵 冊 甘 十 ■ 一 一

AB 8 什 排 朴 糾 糾 糾 什 十 一 一

0M 2 拙 冊 併 什 十 ■ □ ‘ ． ■

ON 2 併 糾 耕 甘 十 一 一 ・ 一 一

No，24 A 2 柑 糾 柑 什 十 一 ■ 一 一 口

B 2 拙 冊 舳 什 十 一 ・ ． ・ ■

AB 2 州 冊 耕 什 十 一 一 ■ 一 一

OMl 4 併 掛 冊 廿 糾 什 十 一 一 一

ON 4 冊 糾 什 冊 冊 什 十 ・ 一 一

N叫25 A 4 冊 甘 榊 排 柵 料 十 口 一 ・

B 4 柑 冊 淵 柑 冊 甘 十 一 ・ ・

AB 4 冊 柵 糾 榊 柵 甘 十 一 一 一

OM 1 冊 拙 併 借 料 十 一 一 一 ■

ON 1 朴 糾 耕 淵 什 十 一 一 ・ ・

No．26 A 16 糾 榊 冊 拙 珊 什 十 ・ 一 ・

児 16 耕 冊 淵 冊 片 十 一 、 ・ ・

A遍 ・16 糾 柑 掛 排 拙 什 十 一 一 一

OM1 2 糾 榊 冊 耕 甘 十 一 一 一 一

0N 2． 耕 排 冊 耕 什 十 一 口 一 一

No27 A 2 柑 併 掛 柑 柑 十 十 一 一 一

丑 2 州 冊 冊 糾 什 十 一 一 一 一

AB 2 淵 帯 柑 冊 什 甘 十 ・ 一 一

【29】
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第12表 抗AMN型人血球免疫血清ノ吸着試験

No，22

一〇M

ON

AM

AN

BM

RN

ABM

A穐N

0

160

0

160

0

160

0

160

0

0

0

0

0

0

0

0

O

160

0

160

0

160

0

160

0

0

0

0

0

0

0

0

0

160

0

工60

0

160

0

160

0

0

0

0

0

0

0

0

0

160

0

160

0

160

0

160

O

O

O

0

0

0

0

0

抗

N
（160〕

No．鴉

0M1

ON

AM

AN

EM

把N

ABM
A1BN

0

80

800

800

40

80

800

800

0

0

800

800

40

40

800

800

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

0

80

800

800

0

80

800

800

0

0

800

800

0

0

800

800

0

80

0

80

0

80

0

80

0

0

0

0

0

0

0

0

抗

N
（80）

抗

A
（800）

No．24

OM

ON

AM

AN

丑M

BN

ABM1

A丑N

101

No．25

0M

ON

AM1

AN
1BM

鴉N

ABM1

A丑N

1601

400

400

0

160

400

400

80

0

400

400

80

0

400

400

0

160

0

160－

0

160

01
…1

80

0

80

0

80

0

80

0

0

160

400

400

0

160

400

400

80

0

4001

400

80

0

4001
、。。1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 i

O1
0

0

01

0

0

0

0

0

0

0

01

0

0

0

0

0

0

0

0

0

160

0

160

0

160

0

160

80

0

80

0

80

0

80

0

抗

M
（80）

抗

N
〔160）

抗

A
（400）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

  無0

0

0

0
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    0M    0   0

    0N    O   O

    AM   i600 1600

    AN    1600  1600
No．26

    逓M   200 200

    ぶ鶯慧

    ABN    1600  1600

0   0  0   0   0

0   0  0   0   0

00160016000
00160016000
20  20  0  0  0

：1：1、二。、川

。… 1・・・・…

    OM   0   0   0

    0N   80  0  80

    AM    200  200   0

    AN    200  200  80
No．27
    BM    O   0   0

    BN   80  0  80

    A巫M    200   200    0

    。。。。。。1。。。。。

0

0

0

0

0

0

0

0

抗

 A

（1600）

0   0   0  0

80  0  80  0
           抗
200   200    0     0     N

20020080 0 （80）

0  0  0  0
           抗
80  0  80  0   A

200200 0 0 （200〕

200   200   80    0

血清二テハ160，No．27血清二テハ80ノ凝集償ヲ有スル税N凝集素ヲ讃明サ1／夕・叉N・・23

血清二テハ800・No・24血清二テハ400・No・26血清二テハ160q No・27血清皇チノ「200ノ凝

集憤ヲ有スル抗A凝集素ヲ言登明スルコトガ出來ター

 各血清二就イチ吸着試験成績ヲ詳細二検索シテ見ルトNo．22血清二於テハ0M，AM，

遍M，ABMノイツ1ノノ血球ニテ吸着シタル時モ流N凝集素ヲ残存シダ．N・．23，No．26血

清皇於テ0N型血球ニテ吸着シタル場合二No．23血清二テハ800，No．26血清二テハ1600ノ

凝集憤ヲ有スル抗A凝集素ヲ言登明シタル他二B型二勤シテ凝集カラ有シテ居タノハ第3章

第1節皇於テ記述シク姉クA型血球トE型血球トノ共通ナル部分一封膳スルモノデアラウ．

倫ホN・．26血清二於テA型血球ニテ吸着シタル後，B型及AB型血球二勤シテ凝集カラ有

シテヰタノハNo．26血清ノ免疫前ノ凝集債ガA，B，AB各型血球二対シテー6ヲ示シテヰル

コトヨリ正常抗誰ノ作用二俵ルモノト考ヘラレル（第3章第1節参照）．No．24血清二於テハ

AM型式ハABM型血球吸着二体リ抗N凝集素ヲ作成シ，AN型式ハABN型血球吸着二

体リ抗M凝集素ヲ作成サレタガ，抗A凝集素ノ作成ニハOM型血球トON型血球ノ混合

力BM型血球トBN型血球ノ混合力0MN型血球カBMN型血球カ或ハソノ総ノ血球ノ混

合ニテ吸着シナケ1／バナラナイ．No．23，No．27血清二於テハAM型式ハABM型血球昌

テ吸着シクル時ハ税N凝集素ヲ作成サレ，0N型式ハBN型血球皇テ吸着シダ時ハ税A凝

集素ヲ作成スルコトガ出來夕．

                第4節概   括

 AM型人血球1例，AN型人血球i例，AMN型人血球2例ヲ3例宛ノ家兎二冤疫シテ得

                  【靱Σ
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タル血清皇親イチ實験ヲ試ミタガ，A型血球冤疫血清二於テハ，各型血球二対シテ共通ナル

種屡特異性凝集素トM及N凝集原二特異的二作用スル抗M凝集素，抗N凝集素トA凝集

原二特異的二作用スル抗A凝集素トヲ讃明スルコトガ出來夕．又時々山崎（武治）（mニヨツ

テ報告セラレタ薪凝集原A及B凝集原二共通ナル部分二作用スルト思バレル凝集素ヲ毛見

夕．印チA型血球八種麗特異性凝集原，M凝集原，N凝集原，A凝集原及ビ山崎ノ報告セ

ルAトBトニ共通ナル凝集原ヲ持ツテヰル．

 A型血球冤疫血清ノ人血球二勤スル凝集憤ハ作用スル血球ノ血液型二体リ著明ナ差異ヲ示

サナイモノトA型血球及AB型血球一封シテ他型血球二対スヨリモ大ナル凝集債ヲ示スモ

ノトガアッタ・AM型血球免疫血清ヨリハ抗A凝集素ト抗M凝集素トヲ護明サ！抗N凝

集素ヲ護明サレタモノハナク，AN型血球冤疫血清ヨリハ抗A凝集素，抗N凝集素ヲ讃明

スルモ抗M凝集素ヲ讃明シタモノハナカッタ．AMN型血球冤疫血清二テハ税A凝集素，

抗M凝集素反抗N凝集素ヲ讃明スルコトガ出來タ．

 弐二家兎血清ノ免疫前ノ正常抗髄量ト冤疫後ノ抗M或ハ抗N凝集素産生ノ難易トヲ比較

シテ見ダガー走ノ關係ヲ見出スコトガ出來ナカヅタガ，抗A凝集素ハA型血球二対スル正

常抗鰐量ノ大ナル家兎二於テ英ノ産生ガ容易ナ様デアヅタ．

 一般二A型血球冤疫血清ヨリ抗M或ハ抗N凝集素ヲ作成スルニハA型式ハA旧型血球

ニテ吸着ンナケレバナラナイ．然シ正常抗麗量ノ大ナル家兎血清二於テハA型血球ニテ吸着

シタル後二倫ホB凝集原二作用スル抗誰ヲ残スコトガアルノデB型式ハAB型血球ニテ吸

着シナケレバナラナクナル．

第5章B型人血球免疫血清二就イチ

              第1節 BN型人血球冤疫

 BN型血球ヲ家兎二注射シテ得タ冤疫血清3例二就イチ實験ヲ試ミタガ，第13表二示ス如

クN・．28，No29．血清ノ各型血球二勤スル凝集慣ハ作用スル血球ノ型二俵リ差異ヲ示サナイ

ガNo．30血清二テハO型血清二対スル凝集憤ハ他型血球二対スル慣ヨリ低イ．

 之等ノ血清ヲ各型人血球ニテ吸着シ，吸着後ノ上清二歳イチ各型人血球ヲ作用シ，ソノ凝

集慣ヲ検シダ成績ヲ第I4表二示シダ，No．28血清ハ160，No．29血清ハ40，No．30血清ハ80

         第13表 EN型人血球昌依ル冤疫血清ノ凝集慣

血清 作用 冤

冤疫血清稀縄慶疫

番號 血球 前 1OO 200 400 800 1600 ・…1・… 12800 25600 51200

OM 2 柑 朴 柑 榊 柑 柑 十十 十 一 ．

ON 2 耕 柵 榊 榊 冊 糾 什 十 一 一

No．28 ム 2 排 拙 淵 柵 州 榊 甘 十 一 一

B 2 冊 冊 冊 拙 冊 冊 什 十 ■ 一

A鴉 2 糾 冊 柵 淵 朴 什 甘 十 一 ・
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0Ml 4 柑 榊 俳 冊 什 排 什 十 ■ 一

ON 4 料 柑 糾 榊 拙 柑 什 十 一 一

No29 A 4 榊 冊 拙 榊 榊 柵 什 十 一 一

B 4 冊 柵 糾 糾 冊 柑 什 十 一 一

AB 4 拙 糾 榊 耕 榊 糾 什 十 一 一

0M 2 糾 冊 淵 冊 什 十 一 一    一 ．

ON 2 州 榊 耕 耕 糾 十 一 一     一 一

No．30 A 16 耕 什 糾 冊 柑 併 什 十一 一

B 8 耕 糾 柵 冊 僻 冊 柑 什十 一

AB 16 柵 拙 排 州 糾 榊 冊 せ十 ・

第五4表抗BN型人血球冤疫血清ノ吸着試験

血蒲

番號

No．28

No．29

～
OMl

ON

AM

AN
13M－

EN
ABM1

＾毘N

OM
ON

AM
AN
把M

BN

ム丑M

ABN

OM

O

160

0

160

400

400

400

400

0

40

200

200

400

400

400

ON

0

0

0

0

400

400

400

400

O

0

200

200

400

400

400

…；…

AM1 AN

0

160

0

160

400

400

400

400

0

0

0

0

400

400

400≡

400

010
40

0

40

400

400

400

400

O

0

0

400

400

400

400

丑M

0

160

0

160

0

160

O－

160

0

40

0

40

0

40

0

40

児N

O

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ABM

0

160

0

160

0

160

0

160

0

40

0

40

0

40

0

40

ABN

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

Ol
ll

語明セル
凝集棄
（凝集憤〕

抗

N
（160）

抗

B
（400）

抗

N
（40）

抗

招

（400）

1

OM   0  0 O 0 0 O 0 O

0N 80  0 80 o 80 o 80 O
抗

AM 200 200 O O 20 20 O O N

AN 200 200 80 0 80 20 80 O
（80〕

No．30

遍M 800 800 800 800 O 0 O O
抗

EN 800 800 800 800 80 0 80 0 B

A鴉M 800 800 800 800 20 20 0 O
（800）

ABN 800 800 800 800 80 20 80 0
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ノ凝集償ヲ有スル抗N凝集素ヲ讃明サレ，No．28，No．29血清ハ400，No．30血清ハ800ノ凝

集便ヲ有スル抗B凝集素ヲ讃明スルコトガ出來タ．

 No．28血清二於テハ0型式ハA型血球ニテ吸着シタル後二400ノ凝集便ヲ有スル抗遍凝

集素ヲ残存スル敬二抗N凝集素ヲ作成スルニハB凝集原ヲ有スル血球帥チBM型式ハABM

型血球昌テ吸着シナケレバナラナイ．No．29，No．30血清二於テ0型血球ニテ吸着シタル場

合昌B型及AB型血球二作用スル抗丑凝集素ヲ讃明スルト同時二A型血球二対シテハ街ホ

凝集反騰200傍稀澤迄陽性デアヅタ．コノA型血球二対スル凝集素ハB型血球ニテ吸着シタ

ル場合二No．29血清二於テハ吸着除去サレ，No．30血清二於テハ凝集慣20迄二減弱サレク．

No．29，No．30血清畠於テAN型血球ニテ吸着シタル場合室ハB型及A逓型血球ニノミ作用

スル税B凝集素ヲ護明シ，N・．29血清二於テBM型式ハABM型血球ニテ吸着シタル場合

昌N凝集原ヲ有スル血球呈ノミ作用スル凝集素ヲ護明サレ，No．30血清二於テABM型血

球ニテ吸着シタル場合ニハ抗N凝集素ヲ作成シタルニ，BM型ニテ吸着シタル場合ニハ流

N凝集素以外二AM二型式ハABM型血球ニモ作油スル凝集素ヲ見夕．之ハ第3章第1節昌

モ記述シダ如クA凝集原二対スル正常流麗ノ爲メナリト考ヘラレル．叉No．29，No．30血

清二於テ0型血球ニテ吸着シタル場合二枚B凝集素ヲ讃明シタル以外二A型血球二作用ス

ル凝集素ヲ見タルハ山崎（武治）一70〕ノ家兎血清二於テ言登明シタルA型血球トB型血球トノ

共通ナル部分二対膳スルモノデァラウ．N・．29，N・．30血清二於テ抗N凝集素ヲ作成シ得タ

ノハ丑M型式ハABM型血球ニテ吸着シタル場合デアリ，No．30血清二於テ抗N凝集素ヲ

作成シタノハABM型血球ニテ吸着シタル場合デアヅタ．叉多血清二於テ抗B凝集素ヲ作成

シタノハAN型血球ニテ吸着シタル場合デアツタ．

 以上記述セル如クBN型血球免疫血清二於テハ抗N及抗B凝集素ガ讃明サレ，枕M凝集

素ガ讃明サレク血清ハ見ナカヅタ．

             第2節 BMN型人血球冤疫

 BMN型人血球2例二就テ夫々3例宛ノ家兎二免疫シテ得タ血清二就イチ實験ヲ試ミタ．

第15表呈示ス如ク冤疫後二於テNo．31，No．35，N・．36血清ハ丑型及AB型血型二対シテハ

他ノ型ノ血球昌封スルヨリモ凝集慣高ク，一見シテB型血球一封スル型特異性冤疫凝集素ノ

産生シタコトヲ認メジメルノデアルガ，No．32，No．33，No．34血清二於テハ各型血球二対

スル凝集使二殆ンド差異ヲ認メナカヅタ．

 冤疫血清ヲ各型血球ニテ充分吸着シ，吸着後ノ上清皇各型血球ヲ作用シテ凝集債ヲ測定シ

ダ．第16表二示ス如ク，No・31，No・34血清ハ40，No・32，No．33，No，36血清ハ80ノ凝集

憤ヲ有スル抗N凝集素ヲ讃明シ，N・．33血清ハ160ノ凝集憤ヲ有スル抗M凝集素ヲ讃明シ，

No，31，No．32．No．33，No．36血清ハ400，No．35血清ハ800ノ凝集憤ヲ有スル税E凝集素

ヲ誼明シ得夕．

 吸着試験成績ヲ注意シテ観察スルニNo．31，No．32，No．35，No．36血清二於テO型血球

昌テ吸着シタル場合二抗＝B凝集素以外呈A型血球二作用スル凝集素ヲ認メラレル．コレハ
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前節昌毛記逃シダ姉クA型血球トB型血球トノ共通ナル部分早封騰スルモノデアラウ．叉

N・．35，No．36血清昌於テ遍N型血球昌テ吸着シタル後二A型，AB型血球二作用スルノハ

前節ニモ記述シダ姉クA凝集原享封スル正常航髄ノ作用デアラウ．No．31，No．32，No．35，

   第15表巫MN型人血球二体ル免疫血清ノ凝集慣

肺活 作用 勇 免疫血清稀緯度疫

番號 血球 前 工OO …1… 800 1600 3200 6400 12800 2560051200

OM 2 冊 拙 朴 拙 冊 什 十 一 一 一

ON 2 糾 排 併 冊 拙 什 十 ・ 一 ■

No．31 A 8 冊 拙 拙 冊 耕 什 十 ■ 一 一

B 8 冊 榊 冊 榊 朴 糾 甘 十 ■ 一

AB 8 淵 洲’ 淵 柑 朴 州 什 十 一 一

0M 4 柑 州 柑 糾 什 十 一 一 ・ 一

ON 4 耕 榊 冊 糾 什 十 一 一 一 一

No．32 A 4 柵 榊 冊 糾 冊 十 ・ 一 一 □

B 4 排 冊 冊 柑 冊 十 一 一 一 一

A丑 4 耕 榊 州 柵 柑 十 一 一 一 一

OM 2 糾 糾 淵 冊 州 什 十 一 一 一

0N 2 朴 冊 冊 柑 糾 甘 十 一 口 一

No33 A 2 冊 淵 耕 朴 辮 甘 十 □ 一 一

児 2 糾 拙 冊 柑 淵 朴 十 一 一 ・

A遇 2 柵 淵 冊 糾 冊 什 十 一 一 ・

OM 2 柵 冊 柑 什 十 一 I 一 一 一

0N 2 糾 柑 冊 什 十 ・ ・ ・ 一 一

No．34 A 2 耕 柵 榊 什 十 一 一 一 一 一

B 2 柑 冊 柵 什 十 ・ ・ ■ ・ ■

AB 2 柵 冊 冊 什 十 一 一 ●一 一 ・

OMl O 糾 冊 冊 榊 十 ・ 一 一 一 ・

ON 0 排 拙 拙 糾 十 一 ■ ■ ・ 口

Nα35 A 32 柑 柑 糾 冊 冊 甘 十 一 一 ■

把 8 冊 排 耕 柵 冊 什 十 十 一 一

A丑 32 柵 拙 榊 柵 柑 什 十 十 一 ■一

OM1 4 糾 冊 糾 拙 什 十 一 ■ 一 一

ON 4 糾 耕 淵 冊 什 十 一 ・ 一 ‘

No．36 A 16・ 柵 糾 拙 柑 什 十 一 □ ■ ■

B 16 併 冊 糾 什 州 拙 什 十 一 一

AB 16 拙 糾 冊 糾 榊 柑 甘 十 ■ ・

【竈】
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第16表抗BMN型人血球冤疫血清ノ吸着試験

No．31

OM
ON

AM
ムN

瑠M

BN

＾BM

ARN

0

40

100

100

400

400

400

400

O

0

100

100

400

400

400

400

0

40

0

40

400

400

400

400

0

0

0

0

400

400

4G0

400

0

40

0

40

0

40

0

40

0

0

0

0

0

0

0

0

0

40

0

40

0

40

0

40

0

0 1

0

0

0

0

01
0

抗

N
（40〕

抗

1B

（400）

N・・321

0M
ON

＾M

AN

BM

BN

ABM

ABN

0

80

200

200

400

400

400

400

O

0

200

200

400

400

400

400

0

80

0

80

1400

i400
1400

i400

0

0

0

0

400

400

400

400

0

80

0

80

0

80

0

80

O

O

0

0

0

0

0

0

0

80

0

80

1・

1・・

 0

 80

0

0

0

0

0

0

0

0

抗

N
（80）

抗

B
（側0）

No．33

OM
ON

AM
AN

BM
鵬N

ABM

ABN

0

80

0

80

400

400

400

400

160

0

160

0

400

400

400

400

0

80

0

80

400

400

400

400

160

0

160

0

400

400

400

4001

0

80

0

80

0

80

0

80

160

0

160

0

160

0

160

0

0

80

1・

No．34

80

0

80

0

80

160

0

160

0

工60

0

160

0

抗

M
（160）

抗

N
（80）

抗
据

（400）

0M

ON

AM
AN

BM

BN

ABM

ABN

0

40

0

40

0

40

0

40

0

0

0

0

0

0

0

0

0

40

0

40

0

40

0

40

0

0

0

0

0

0

0

0

0

40

0

40

0

40

0

40

0

0

0

0

0

0

0

0

0

40

0

40

0

40

0

40

01
0

0 ．

0

01
0

01
0 1

抗

N
（40）
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    0M    0   0   0

    0N    0   0   0

    AM   400  400  0

    AN   400・ 400  0
No．35
    丑M     800   800   800

    酬  800 800 台00

    AEM    800   800   800

    A酬i800800800
    0M    O

    ON   80

    AM   200

    AN   200
No．36
    BM   400

    遍N   400

    A丑M   400

    A頂N   400

0

0

200

200

400

400

400

400

0

0

0

0

800

800

800

800

0   O   0   0

0   0   0   0

40  40  0   0
           抗
40  40  0   0

           週0   0   0   0

0 0 0 0 （800〕

40  40  0   0

40  40  0   0

0   0   0   0   0

80   0   80  0  80

0   0   20  20  0

80    0    80    20    80

400   400    0    0    0

400   400   80    0    80

400   400   20    20    0

400   400   80    20    80

抗

N
（80）

流

1B

〔400）

lNo．36血清二於テハAN型血球ニテ吸着スレバ抗遍凝集素ヲ作成田來ルカ，No．33血清二テ

ハAM型血球トAN型血球ノ混合力AM1N型血球ニテ吸着シナケ1ノハナラナイ．No．31，

No．32，No．33，No．34血清二於テ抗N凝集素ヲ作成スルニハBM型式ハABM型血球ニ

テ吸着スレバヨイガ，No．36血清ヨリ抗N凝集素ヲ作成スルニハAM型血球トBM型血球

ノ混合力A丑M型血球ニテ吸着シナケレバナラナイ，叉No．33血清二於テハBN型式ハA遇N

型血球ニテ吸着スレバ抗M凝集素ヲ得ラレタ．

 以上記述セル如クBMN型血球冤疫血清二於テハ流M，抗N，抗遍凝集素ヲ讃明出來タ．

               第5節 概    括

 1BN型人血球1例，BMN型人血球2例ヲ3例宛ノ家兎二冤疫シテ得タル血清二親イチ實

験ヲ試ミタガ，B型血球冤疫血清畠於テハ各型血球二対シテ共通ナル種麗特異性凝集素トM

及N凝集原皇特異的二作用スル枕M凝集素，抗N凝集素トB凝集原二特異的二作油スル

抗B凝集素トヲ護明スルコトガ出來タ．叉時昌ハA型血球ト丑型血球トニ共通ナル部分室

作用スルト思バレル凝集素ヲモ認メタ．師チ遍型血球ニハ種麗特異性凝集原，M凝集原，

N凝集原，R凝集原及A型血球トB型血球二共通ナル凝集原ヲ合有スルコトニナル．

 B型血球冤疫血清ノ人血球二勤スル凝集憤ハ作用スル血球ノ型二体リ著明ナル差異ヲ示サ

ナイモノトB凝集原ヲ有スル血球二対シテハB凝集原ヲ有シナイ血球二対スルヨリ．大ナル

便ヲ示スモノトガアッタ．BN型血球冤疫血清ヨリハ抗B凝集素ト税N凝集素ヲ讃明サレ

タガ，抗M凝集素ヲ護明サレタモノハナカッタ，遍MN型血球免疫血清二テハ抗B凝集素，

抗M凝集素反抗N凝集素ヲ護明スルコトガ出來タ．

                   【黎一
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冤疫前二於クール家兎血清ノ正常折鶴量ト冤疫後二於ケル流M或ハ抗N凝集素産生ノ難易

トヲ比較シテ見ダガー定ノ關係ヲ見出スコトガ出来ナカツタガ，抗B凝集素ハ冤疫前二於テ

B型血球二対スル正常抗鐙量ノ大ナル家兎二於テソノ産生ガ容易ナ様デアヅタ．

 一般二B型血球冤疫血清ヨリ抗M或ハ抗N凝集素ヲ作成スルニハB型式ハAB型血球

昌テ吸着シナケレバナラナイ．然シ正常抗髄量ノ大ナル家兎血清二於テハ喝型血球ニテ吸着

シタル後二倫ホA凝集原二作用スル抗誰ヲ残スコトガアルノデA型式ハAB型血球ニテ吸

着シナケレバナラナクナル．

第6章畑型人血球免疫血清二就イチ

            第1節ABM型人血球冤疫

 ABM型人血球ヲ家兎二冤疫シテ得タ3例ノ血清二就イチ賛験ヲ試ミグ．第17表昌示ス如

ク冤疫後二於テN・．3ク，N・．38血清ノ凝集慣ハO型血球二対スルヨリ他型血球二鈎スル憤ガ

大デアルガ，No．39血清二テハ作用スル血球ノ型二体リ差異ヲ認メナイ．

 第18表ニハ冤疫血清ヲ各型血球二体リ吸着シダ成績ヲ示シダ．No．38血清ニハ40，No．39

血清ニハ160ノ凝集慣ヲ有スル抗M凝集素ヲ認メ，N・．37，N・．38血清ニハ800，N・一39血

清ニハ400ノ凝集慣ヲ有スル抗A凝集素ヲ認メ，No．37血清ニハ400ノ凝集憤ヲ有スル枕B

凝集索ヲ認メ得ター

 N・．3ク血清ニテ税A凝集素ヲ作成スルニハ瑠型血球ニテ吸着スレバヨク，抗E凝集素ヲ

       第17表ABM型人血球二体ル免疫血清ノ凝集慣

血清 作用 冤 冤疫血清稀緯度疫

番號 血球 前 …1・・・・・…。 ・…1・…1・… ・・…」・・・・・…。・

OMI 4 排 糾 拙 併 冊 朴 十 ■ 一 一

ON 4 冊 糾 拙 柵 榊 什 十 一 一 一

N0．3ア A 4 淵 糾 件 帯 耕 柑 什 十 一 一

B 4 冊 帯 朴 柵 糾 冊 甘 十，’
． 一

AR 4 柵 拙 耕 耕 柑 拙 什 十 一 一

OM 2 耕 併 柑 僻 冊！冊 井 十 一 一

ON 2 糾 冊 糾 糾 朴 榊 什 十 一 ■

N仏38 A 16 耕 拙 冊 柑 柑 冊 柑 十十 十 ■

E 8 柑 冊 冊 冊 冊 拙 朴 什 十「一

AB 16 榊 柵 冊 僻 糾い冊 耕 什 ・1一

OM 2 糾 耕 榊 冊 什 十 一 一 一 一

ON 2 朴 柵 耕 糾 什 十 一 一 ・ 一

N⑪39 A 2 冊 冊 拙 拙 十十 十 一 一 一 一

1B 2 冊 糾 冊 耕 什 十 一 一
■・1■

A把 2 柵 州 耕 冊 什 十 一 一 一 一

【38】
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第18表抗ABM型人血球冤疫血清ノ吸着試験

血1滝
吸着
血球 護明セル

作用 0M ON AM AN BM 遇N ABM ABN 凝集素

番號 血球
〔凝集憤）

OM1 O 0 0 0 O O O 0

0N 0 0 O O O 0 0 0
抗

AM 800 800 0 O 800 800 O 0 A

AN 800 800 0 O 800 800 O 0
〔800）

No．37

BM 400 400 400 400 0 0 O 0
抗

丑N 400 400 400 400 0 0 0 O B

A冊M 800 800 400 400 800 800 0 0
（400）

ABN 800 800 400 400 800 800 O 0

OMl 0 40 0 40 0 40 0 40

ON 0 O 0 0 O 0 O 0
抗

AM1 800 800 0 40 800 800 0 40 M
AN 800 800 0 O 800 800 O O

（40〕

No，38
BMl 0 40 0 40 O 40 0 40

抗

lBN O 0 0 O 0 0 O O A

ABM 800 800 O 40 800 800 O 40
（800）

ABN 800 800 0 O 800 800 O 0

6M 0 160 0 160 O 160 0 160

ON O O O 0 O 0 0 0
抗

AM 400 400 0 160 400 400 0 160 M
AN 400 400 0 0 400 400 0 O

（160）

No．39

BM 0 160 0 160 0 160 O 160
抗

拐N 0 0 0 0 O 0 O 0 A

ABM 400 400 0 160 400 40〕 0 160
（400〕

AEN 400 400 O 0 400 400 0 O

作成スルニハA型血球ニテ吸着ス1！バヨカツタ．No．38，No．39血清二於テハAN型或ハ

A遇N型血球皇テ吸着シタル場合二抗M凝集素ヲ作成スルコトヲ得，0M型或ハBM型血

球皇テ吸着シタル場合手抗A凝集素ヲ作威スルコトガ出來タ．

 以上記述セル如クABM二型血球冤疫血清二於テハ抗M・抗A及抗B凝集素ヲ…登明ス午コ

トガ出來タガ，抗N凝集素ヲ護明スルコトガ出來ナカヅタ．

             第2節 ABMN型人血球冤疫

 2例ノA遇MN型人血球ヲ3例宛ノ家兎畠冤疫シテ得タル血清二就イテ實験ヲ試ミタ．第

19表二示ス如ク冤疫後二於テNo．43，No．45血清二於テハA，E及AB型血球二封スル凝集

使ハ0型血球二封スル便ヨリモ大デアルガ他ノ血清ニテハ作用スル血球ノ型二俵リ差異ヲ認

                  【強】
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メナカツタ．

第20表ニハ冤疫血清ノ各型血球二体ル吸着試験成績ヲ示シダ．No．42血清ニハ80／凝集憤

ヲ有スル税M凝集素ヲ認メ，No．40，No．45血清ニハ側，No．41，N・．42，N・．44血清ニハ

   第19表A亙M1N型人血球呈依ル冤疫血清ノ凝集償

血清 作用 冤

冤疫血清稀躍魔疫

番號 血球 前 1oo 200 400 800 1600 3200  ■U40012800 25600 51200

0M 2 柵 耕 協 耕 什 十 一 ■ 一 一

ON 2 併 借 冊 糾 甘 十 一 一 、 一

N軌40 A 2 冊 冊 借 柑 丹 十 一 一 一 一

B 2 拙 冊 冊 冊 井 十 一 一 一 一

AB 2 榊 耕 冊 糾 什 十 一 ■ 一 ｝

OM 2 冊 冊 冊 冊 冊 什 十 ■ 一 一

ON 2 榊 拙 柵 糾 冊 什 十 ． 一 一

No．41 A 2 冊 冊 冊 併 冊 甘 十 一 一 一

B 2 榊 冊 拙 冊 僻 甘 十 一 一 一

AB 2 冊 州 冊 柑 冊 十十
十 ■ 一 一

OM 4 冊 冊 柵 柵 朴 十 一 一 ・ 一

ON 4 柵 冊 榊 掛 什 十 一 一 ■ 一

No．42 A 4 併 糾 冊 糾 什 十 一 一 一 一

：B 4 榊 什 冊 冊 什 十 一 ・ ｝ 一

A丑 4 糾 冊 冊 柑 甘 十 一 一 一 一

OM 2 耕 冊 件 冊 拙 十 一 一 ． 一

ON 2 糾 拙 冊 冊 朴 十 一 ■ 一 一

No43 A 8 冊 榊 耕 柑 柵 冊 什 十 一 ・

B 8 冊 糾 糾 拙 拙 冊 什 十 、 一

AB 8 柵 冊 冊 柵 冊 冊 什 十 一 ・

OM 4 糾 拙 冊 掛 耕 掛 十 一 一 一

ON 4 耕 冊 拙 冊 榊 柵 十 一 一 一

No．44 A 4 冊 冊 拙 冊 榊 糾 十 ． i 一

丑 4 拙 桝 柑 榊 併 耕 十 一 一 一

AlB 4 州 冊 朴 朴 耕 耕一 十 一 一 一

OM 4 榊 朴 柵 冊 冊 冊 什 十 一 一

ON 4 柵 冊 冊 州 拙 州 甘 十 一 一

No－45 A 16 糾 冊 柑 冊 柵 冊 糾 什 十一 一

1B ユ6 糾 糾 糾 搬 耕 冊 柵 什 十 一

AB 16 淵 耕 耕 掛 柵 柵 冊 什 十 ■

【ω】
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第20表 抗ABMN型人血球冤疫血清ノ吸着試験

血 清 謹明セル
0M 0N AM AN 遍M 摘N ABM ABN凝集棄

番 號 （凝集慣〕

OM 0 0 0 0 O O 0 O

0N 40 0 40 0 40 0 40 0
抗

AM 400 400 0 0 400 400 O 0 N

AN 400 400 40 0 400 400一 40 0
（40）

No．40
BM1 0 O 0 0 0 0 O 0

抗

BN 40 0 40 0 40 0 40 0 A

ムBM 400 400 O O 400 400 O O
（400）

ABN 400 400 40 0 400 400 40 0

OM 0 0 0 O O 0 0 O

ON 80 O 80 0 80 O 80 0
抗

AM 200 200 0 O 200 200 0 O N

AN 200 200 80 0 200 200 80 0
（80）

N0．41

丑M O 0 O O 0 0 0 0
抗

BN 80 0 80 0 80 O 80 0 A

＾BM 200 200 O O 200 200 0 O
（200）

A．BN 200 200 80 0 200 200 80 0

OMl O 80 o 80 0 80 O 80・

0N 40 O 40 O 40 0 40 0 抗

M
AMl 200 200 0 80 200 200 0 80

〔80）

AN 200 200 40 0 200 200 40 0 抗
No．42 N

鴉M 0 80 0 80 O 80 O 80， （40）

丑N 40 O 40 0 40 0 40 0
抗

ムB挑 200 200 0 80 200 200 0 80 A
（睾oo）

ARN 200 200 40 O 200 200 40 o

OM O O 0 0 O 0 O 0

0N 0 O 0 0 0 0 0 o
抗

AMl 1600 1600 O 0 1600 1600 0 0 ＾

AN 1600 1600 O O 1600 1600 O O
（工600）

No．43

BM 800 800 800 800 O o 0 O
抗

坦N 800 800 800 800 0 O O 0 B

A周M 1600 1600 800 800 1600 1600 0 0
（800〕

ABN 1600 ヱ600 800 800 1600 1600 O 0

【刎】
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0M O O 0 0 O O 0 0

ON 80 0 80 0 80 O 80 O

AM 0 0 O 0 0 O O O
抗

AN 80 O 80 O 80 O 80 O
No．側

BM O O O 0 0 O 0 O N

扇N ’劃〕 0 80 0 80 O 80 O
〔80〕

A皿M 0 0 0 O 0 O 0 O

ABN 80 O 80 0 80 0 80 O

OM1 0 0 0 O 0  0 0 O

ON 40 O 40 0 40  0 40 0 抗
N

AM 800 800 O 0 800 800 0 0
〔40〕

AN 800 800 40 0 800 800 40 O 抗
No．45 A

BMl 800 800 800 800 0  0 0 0 （800）

BN 800 800 800 800 40 0 40 O
抗

ABM 800 800 800 800 800 800 0 O 児

（800）

AEN 800 800 800 800 800 800 40 O

80ノ凝集素ヲ有スル流N凝集素ヲ讃明シ，No．40血清ニハ400，No．41，No．42血清ニハ200，

No．43血清ニハ1600，No．45血清ニハ800ノ凝集憤ヲ有スル洗A凝集素ヲ護明シ，No．43，

No．45血清ニハ800ノ凝集憤ヲ有スル税B凝集素ヲ言登明スルコトガ出來タ．N・．40，N・．41

血清二於テハAM型式ハA丑M型血球ニテ吸着スルコトニ依リ抗N凝集素ヲ，0N型式ハ

BN型血球ニテ吸着スルコトニ依リ抗A凝集素ヲ作成スルコトガ出來タ．No．42血清二テハ

AM型式ハABM型血球ニテ吸着スルコトニ依リ洗N凝集素ヲ，AN型式ハABN型血球

ニテ吸着スルコトニ依リ抗M凝集素ヲ護明スル事ヲ得ルカ，抗A凝集素ヲ作成スルニハ0

型叉ハ毘型血球ノM型血球トN型血球ノ混合叉ハMlN型血球ニテ吸着シナケレバナラナ

カッタ．No．44血清二テハ0，A，B或ハABノ冬型ノM型血球ニテ吸着スルコトニ依リ

抗N凝集素ヲ作成出来タ．No．45血清二テハAEM型血球ニテ吸着スル時ハ抗N凝集素ヲ

得，AN型血球ニテ吸着スル時ニハ抗退凝集素ヲ得，二BN型血球ニテ吸着スル時皇ハ抗A凝

集素ヲ得ク．

 上述ノ如クABMN型血球免疫血清二於テハ流M・抗N，抗A及姉丑凝集ヲ讃明スルコ

トガ出來ク．

               第3節概    括

 ABM型人血球．一例，ABMN型人並埣2例ヲ3例宛ノ家兎二冤疫シテ得タル家兎血清二

親テ賢験ヲ試ミタガ，A週型血球冤疫血清二テハ冬型血球二対シテ共通ナル種属特異性凝集

素トM及N凝集原二特異的二作用スル抗M凝集素，抗N凝集素トA及B凝集原二特異

的二作用スル抗A凝集素，抗児凝集素ヲ護明スルコトガ出來タ．印チAB型血球ニハ種轟

                  【ψ】
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特異性凝集原，M凝集原，N凝集原，A凝集原及凋凝集原ヲ含有シテヰルコト邑ナル．

 A丑型血球冤疫血清ノ人血球二対スル凝集便ハ作用血球ノ血液型二体リ差異ヲ示サナイモ

ノト，0型血球二対スルヨリ他ノ型ノ血球二対シ凝集慣ノ大テルモノトガアッタ．ABM型

血球冤疫血清ヨリハ抗A，抗B及抗M凝集素ヲ讃明サレ，抗N凝集素ヲ讃明サレタモノハ

ナカッタ．叉A丑MN型血球冤疫血清ヨリハ抗M，抗N，抗A及抗B凝集素ヲ讃明スルコ

トガ出來タ．

 一般二AB型血球冤疫血清ヨリ抗M或ハ抗N凝集素ヲ作成スルニハAB型血球二体リ吸

着スルカ，A型及B型血球ノ混合ニヨリ吸着シナケレバナラナイ．

第7章抗皿反抗N凝集素二就イチ

        第1節 抗M及抗N凝集素ノ温熱二対スル抵抗

 抗M1反抗N血清ヲ試験管二探リ55℃，60℃，65℃，70℃，〃Cノ温浴中二30分間カ元温

シ1加温前後ノ血清ノM型N型及MN型血球二対スル凝集慎ヲ比較シテ税M及抗N凝集

素ノ温熱二対スル抵抗ヲ見タ．第21表ニハ實験成績ノ1例宛ヲ示シタガ，抗M及抗N凝集

素ハ55℃二30分間カn温シテモ凝集慎二殆ンド愛化ヲ來タサナイガ，60℃ニテ漸ク凝集カノ

減弱ヲ認メ，温度ノ高マルト共二減弱ノ度ヲ高メ，7ぴCニテ八大部分破壊サレ，がCニテ

ハ金ク凝集カラ炎ツタ．

第21表抗M及抗N凝集素ノ温熱二対スル抵抗

作用
血滴 慶置 血 清 稀 躍 度

血球 10 20 30 40 60 80 120 160 240

Mヨ 冊 冊 耕 州 柑 甘 什 十 ．
慶直前

MN 柵 冊 耕 柑 什 什 十 一 ・

55℃ M 柵 冊 柵 拙 糾 甘 什 十 一
折

30分 MN 冊 淵 州 拙 什 十 ■ 一 一

60℃ M 冊 冊 拙 冊 甘 甘 十 一 一
M

30分 MN 榊 冊 冊 耕 什 十 一 ・ ・

65’C M 柵 州 ’什 丹 十 ・ 一 一 一血

30分 MlN 冊 什 朴 十 ■一 ・ ・ 一 一

70℃ M 料 甘 什 十 一 一 ■ 一 ■蒲

30分 MlN 廿 十 十 一 ・ 一 、 ・ 一

75氾 M 一 一 一 一 一 、 一 ・ 一

30分 M1N 一 一 一 一 一 一 一 □ ．

N 朴 拙 柑 州 榊 什 什 十 一
慶直前

MN 冊 冊 榊 冊 甘 什 十 一 一

【6】
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一55℃ N ザ冊 冊 柵 柵 什 十十 十 一
抗

30分 MN 什1糾 拙 什 什 十十 十 一 一

60℃ N 冊 冊 柑 辮 什 什 十 一 一N
30分 MN 糾 糾 冊 冊 壮 十 一 ・ ・

65℃ N 什 什 甘 十 一 ■ 一 一 一血

30分 MN 甘 什 十 ． 一 一 一 一 ・

清 70℃ N 什 キ 一 一 一 一 一 ・ 一

30分 MN 十 一 一 一 一 一 一 一 一

75℃ N 一 一 一 一 I 一 一 一 一

30分 MN 一 一 一 一 一 一 ■ ・ 一

          第2笛抗M及抗N凝集素ノ保存二封スル抵抗

 抗M1及枕N血清ヲ0．5％ノ割合二石炎酸ヲカロヘテ「アンプレ」二密封シ氷室内二保存スル

トキハ5，6ケ月ヲ経ルモ殆ンド擬集債ノ下降ヲ認メズ，1年鹸ヲ経ダル今日倫ホ検定用ノ

擦準血清トシテ使用スルニ支障ヲ起サナイ．本章第7節ニモ後述スルガ，若シ抗M及抗N

擬集素ヲ含有スル冤疫血清ヲ血球ニテ吸着スルコトナクO．5％ノ割合二石炎酸ヲ加へ密封シ

テ氷室内昌保存スルナラバ，藪年後二取出シテ吸着試験ヲ行ヒ使用二耐へ得ル抗M或ハ枕

N凝集素ヲ作成スルコトガ出來ル．

            第5節抗M及抗N凝集素ノ所在

 抗M或ハ抗N血清申ノ抗M或ハ抗N凝集素ノ所在ヲ知ラントシテ家ノ實験ヲ行ツタ．

 一定量ノ抗M或ハ抗N血清ヲ試験管二探リ，之ト同量ノ硫酸アンモニウム飽和溶液ヲ混

和シテ暫ク放置シ，濾液ト沈澱トニ分ツ．コノ沈澱二就イテー旦飽和食盤水中二浮游シタル

後再ビ濾過シテ，コノ沈澱ヲ血清グロブリン」トスル．濾液ニハ更二硫酸アンモニウム」ノ結

晶ヲ添加シテ飽和セシメル時ハ血清アルブミン」ノ沈澱ヲ析出スル．血清グロブリン」ト血清

アルブミンJトニ人血球ヲ作用シテ凝集反膳ヲ検シタルニ，血清グロブリン」ニハ枕M或ハ

抗N凝集素ヲ讃明シタガ，血清アルブミン」ニハ何等ノ凝集素モ讃明シナカヅタ，帥チ抗M

及抗N凝集素ハ抗M或ハ抗N血清申ノ血清グロブリ；・」二存在スルコトニナツタ．

       第4節抗M及抗N凝集素ノ人血球酒精越幾斯二依ル吸着

 試験管中二於テ抗M及抗N血瀞ノー定量二M型及N型ノ人血球酒精越幾斯ノ等量ヲ混

和シrコルク」ヲ以テ密栓シ3πノ卵孚卵器内二2時間，氷室二翌日迄放置シ，ソノ蘭藪回振

漫シテ吸着ヲ行ヒ，之ヲ「アスベスト漏斗ニョリ濾過シ，ソノ濾液二M型及N型血球ヲ作

用シテ凝集反膳ヲ検シタルニ，抗M凝集素ハM型ノ人血球酒精越幾斯二俵リ吸着サレルガ

N型ノ人血球酒精越幾新二依ツテ吸着サレズ，抗N凝集素ハN型ノ人血球酒精越幾新二依

ツテ吸着サ1！ルガM型ノ人血球酒精越幾斯二依ツテ吸着サレナカヅタ（固表省略）．印チ枕

M、及抗N凝集素ハ「リポイド嗜好性ノ凝集素デアル．

                  【幽．】
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        ．第5節税M及抗N凝集素ノ煮沸人血球二体ル吸着

 一定量ノ抗M及抗N血清ヲ試験管二採リ，夫レト等量ノM型式ハN型ノ煮沸人血球ヲ

カ日ヘヨク混和シテ「コルク」三テ密栓シ，3πノ艀卵器二2時間，家デ氷室二翌日迄放置シ，

ソノ聞数回振藍混和シテ吸着ヲ行ヒ，之ヲ遠心沈澱シテソノ上清ヲ探リ，之二M型式ハN

型血球ヲ作用シテソノ凝集反騰ヲ検シダ．然ルニ税M凝集素ハ煮沸M型血球ニテ吸着サ

レルガ煮沸N型血球ニテハ吸着サレズ，抗N凝集素ハ煮沸N型血球ニテ吸着サレルガ煮沸

M型血球ニチハ吸着サレテヵツタ（固表省略）．印チM凝集原及N凝集原ハ耐熱性デァル

コトヲ鋼ツタ．

        第6節抗M及抗N凝集素ノ人血球基質二体ル吸着

 抗M及抗N血清ノー定量ニソレト等量ノM型及N型血球基質ヲ試験管中二テヨク混和

シテ「コルク」ニテ密栓シ37℃ノ塀卵器申二2時間，ソノ後一夜氷室二枚重シテ翌日取リ出

シテ遠心沈澱ヲ行ヒ，ソノ上清二M型及N型血球ヲ作用シテ凝集反騰ヲ絵シタガ，抗M

輝集素ハM型血球基質ニョリ吸着サレルガ・N型血球基質二俵リ吸着サレルコトナク・抗

N凝集素ハN型血球基質二体リ吸着サレルガM型血球基質二俵リ吸着サ1／ルコトハナカ

ッタ（固表省略）．印チ血球中ノM凝集原及N凝集原ハ血球基質一存在スルモノデアラウ．

        第7節Dr．Wie・e・ヨリ途附セル冤疫血清トノ比較

数年前古畑教授宛二星ユヨークノThe Jewish hosp1ta1o螂rook伽ノDr．W1enerカ

ラ免疫血清ヲ邊ヅテ球テァヅタ．コノ免疫血清ハ原著者Lmdsteine・and Levineノ指導ノ

下二作ラレタモノデアル．ソノー冤疫血清ニハM Sεmmト書イタ「レッテル」ノ附イタモノ

ト，N S・mmト書イダ「レッテル」ノ附イタモノトガアル．ソノ両者二対シテ各型人血球ヲ

作用シテ凝集使ヲ測定シタガ，両者共二3200ノ凝集債ヲ示シダ．コノ爾血清ヲ余ノ作成シ

ダ抗M血清，抗N血清二体リ検定シダM型，N型，MN型血球ヲ以テ吸着シタルニM

S町umハN型血球ニテ吸着シタル時ハM型及MN型血球二作用スル税M1凝集素ヲ嚢シ

M型及MN型血球ニテ吸着シクル時ハ凝集素ヲ嚢サナカヅタ．N S町umハM型血球ニテ

吸着シタル時ハN型及MN型血球二作用スル流N凝集素ヲ残シ，N型及MlN型血球ニテ

吸着シタル時ハ凝集素ヲ残サナカツタ（固表省略）．帥チD・．W1㎝e・ヨリ邊附セル血清ト

余ノ作成。シダ血清トノ間二共通性ヲ認メタ．

               第8笛概   括

 枕M及抗N凝集素ハ温熱島封シ抵抗ガ比較的弱ク，55℃ノ温浴中二30分聞加温スルモ愛

化ヲ認メナイガ，60℃ニテハ凝集カノ減弱ヲ認メラレ，クOoCニテハ大部分破壊サレ，がC

ニテハ金ク凝集カラ＝失フ．保存二勤シテ八相鴬低抗強ク，保存ヨロシキヲ得1ノバ藪年後二於

デモ街ホ凝集カラ有スルモノデアル．

 硫酸アンモニウム飽和溶液ヲ血清二ソノ等量カロヘ沈澱ト泌液トニ分チ，ソノ沈澱ヲ血清グ

ロブリン」トシ，濾液二硫酸アンモニウム」ノ結晶ヲカ蠣ベテ飽和セシメタ時二析出スル沈澱ヲ

血清アルブミン」トスレバ，抗M及抗N凝集繋ハ血清グロブリ：・」；存在スルモ血清アルブ

                  江。】
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ミン」ニハ存在シナイ．

 抗M及抗N凝集素八人血球酒精越幾新二体リ吸着サソルカラ「リポイド嗜好性ノ凝集素

デアル．

 人血球ハ10ぴC皇30分間煮沸スルモM及N凝集原ハ破壊サレナイ．印チ耐熱性ノモノデ

アル．人血球基質二体リ抗M及抗N凝集素ヲ吸着サレルカラ，M及N凝集原ハ血球基質

二存在スルモノデァル．

余ノ作成シダ抗M及抗N凝集素トDL Wienerヨ鵬附セル冤疫血清トノ間ノ關係ヲ

鋼ラ；・トシテ吸着試験ヲ行ヒ，両者ノ間；共通性ヲ認メタ．

第8章縄括及緒論

 以上ノ實験成績ヲ麦二総括的二述ベテ，本研究ノ結論トスル．

1．0型人血球冤疫血清ニハ各型血球二共通ナル種麗特異性凝集素トM及N凝集原二特

異的二作用スル税M及抗N凝集素トヲ言登明スルコトガ出來ルカO型特異性凝集素ヲ讃明

スルコトハ串來ナカヅタ．

 2．0型人血球ニハ特異性凝集原，M凝集原，N凝集原ヲ有スルモO型特異性凝集原ヲ

有シテヰナイ．

 3．一般二0型人血球冤疫血清ヨリ抗M或ハ抗N凝集素ヲ作成スルニハM型式ハN型

ノ血球ナラバO，A，正，ABノ何レノ血液型ノ血球ニテ吸着シテモ可能デアル．然シ正常

抗縫量ノ大ナル家兎血清二於テハO型血球ニテ吸着シタル時ハ倫ホA或ハ丑凝集原二作用

スル型的抗誰ヲ嚢スコトガアルカラ，更二A，遇凝集原ヲ有スル血球ニテ吸着シナケレバナ

ラナイ．

 4．A型人血球免疫血清ニハ各型血球二共通ナル種麗特異性凝集素トM及N凝集原二特

異的二作用スル枕M及抗N凝集素トA凝集原二特異的二作用スル抗A凝集素トヲ讃明ス

ルコトガ出來ル．叉時二A及B凝集原二共通ナル部分二作用スル凝集素ヲモ認メタ、

 5．A型人血球ニハ種麗特異性凝集原，M凝集原，N凝集原，A凝集原及A血球トB血

球二共通ナル凝集原ヲ有シテヰルコトニナル．

 6．一般二A型人血球冤疫血清ヨリ抗M及抗N凝集素ヲ作成スルニハA型式ハAB型ノ

M型血球叉ハN型血球ニテ吸着スレバヨイ．然シ正常抗鐙量ノ大ナル家兎血清二テハA型

血球ニテ吸着シタル時二拘ホ退凝集原二作用スル型的抗誰ヲ残スコトガアルカラ更昌丑凝

集原ヲ有スル血球ニテ吸着シナケレバナラナイ、

 7．B型人血球免疫血清ニハ各型二共通ナル種属特異性凝集トM及N凝集原二特異的二

作用スル抗M及抗N凝集素トB凝集原二特異的二作用スル抗B凝集素トヲ讃明スルコト

ガ出來ル。叉時二A及B凝集原二共通ナル部分二作用スル凝集素ヲモ認メタ．

 8．E型人血球ニハ種麗特異性凝集原，M凝集原，N凝集原，B凝集原及A型血球ト遍

型血球トノ共通ナル凝集原ヲ有シテヰルコトニナル．
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・9．二股皇忠型人血球冤疫血清ヨリ抗M及抗N凝集素ヲ作成スルニハB型式ハAB型ノ

M型血球叉ハN型血球ニテ吸着スレバヨイー D然シ正常抗鎧量ノ大ナル家兎血清二テハB型

血球ニテ吸着シタル時皇倫ホA凝集原二作用スル型的抗誰ヲ袋スコトガアルカラ更二A凝

集原ヲ有スル血球ニテ吸着シナケレバナラナイ．

＝1σA届型人血球冤疫血清ニハ各型二共通ナル種麗特異性凝集素トM及N凝集原二特異

的昌作用スル抗M及抗N凝集素トA及B凝集原二特異的二作用スル抗A及抗乃凝集素ト

ヲ讃明スルコトガ出來タ．

 11．AB型人血球ニハ種麗特異性凝集原，M凝集原，N凝集原，A凝集原及B凝集原ヲ

有シテヰルコト一ナル．

 12．・一般二A丑型人血球冤疫血清ヨリ杭M及抗N凝集素ヲ作成スルニハM型叉ハN型

ノ＝A型血球及丑型血球ノ混合叉ハAB型血球皇テ吸着シナケレバナラナイ．

 13．0，A，B，A過ノ各型二於テ，M型血球冤疫血清ヨリハ抗M凝集素ヲ護明スルモ抗

N凝集素ヲ護明スルコトナク，N型血球冤疫血清ヨリハ抗N凝集素ヲ護明スルモ抗M凝集

素ヲ護明スルコトカナカヅタガ，MN型血球冤疫血清ヨリハ抗M及抗N凝集素ヲ讃明スル

コトガ囲來タ．I

 14．人血球ニハM凝集原ヲ有スルモノ，N凝集原ヲ有スルモノ及ソノ爾凝集原ヲ有スル

モノガアリ，一 l或ハN凝集原ヲ有シナイモノガナカッタ．

 15．家兎血清二於テハ抗M凝集素ヨリ抗N凝集素ノ産生ガ容易デアヅタ．

 16、家兎血清ノ冤疫前ノ正常抗磯量ト冤疫後ノ税M或ハ抗N凝集素産生！難易トヲ比較

スルニー定ノ關係ヲ見出セナカヅタ．

 17一家兎血清ノ免疫前ノA或ハ嘔凝集原二対スル正常杭髄量ノ大ナルモノハ免疫後ノ抗

A．或ハ抗B凝集素ノ産生ガ大デアヅタ．

 18．抗M及抗N凝集素ノ作成二當ヅテハー般二〇型血球冤疫血清二テハM型式ハN型血

球ナラバO，A，B，ABノ何レノ血液型ノ血球ニテ吸着シテモヨイガ，A型，丑型式ハAB

型血球冤疫血清二テハ抗A或ハ抗嘔凝集素ヲ産生シチヰルコトカテルカラ，除去スル爲メ

三A叉ハB凝集原ヲ有スル血球ニテ吸着シナケレバナラナイ．文正常抗磯量ノ大ナル家兎

ノ冤疫血清二テハソノ抗麗ヲ除去スル爲メニA或ハB饒集原ヲ有スル血球ニテ吸着シナケ

レバナラナイ．敬二正帝抗麗量ノ少ナイ家兎シ撰ビO型血球ニテ免疫スル方ガ抗M及抗N

凝集素ヲ作成スルノニ便利デアル．

 19椀M及抗N凝集素ハ55℃ノ温浴中二30分間カ雌スルニ変化ナキモ，60℃ニテ凝集

カノ減弱7認メ，”Cニテ八大部分破壊サレ，徹C二千ハ金ク凝集カラ認メナカヅタ．

 20。抗M及抗N凝集素ハ保存二対スル低抗張ク，適當二保存スレバ敷年間ハ使用二耐へ

得ル．

 21一折M及抗N凝集素ハ血清グロブリ；・」皇存在スル毛血清アルブミン」二存在シナイ．

・22．抗M及抗N凝集素ハ「リポイド嗜好性デアル．
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  23．M及N一凝集原ハloo℃二30分間煮沸スルモ破壊サ1／ナイ．邸チ耐熱性ノ毛ノチアル．

  24．M及N凝集原ハ血球基質二存在スル．

25．余ノ作成シダ抗M及抗N凝集素トDr．wien6・ヨリ蓬附セル免疫血清トノ閥二共通

性ヲ認メタ．

  26．冤疫血清二親テ賢験スル際ニハ免疫昌使用シダ動物血清中ノ正常抗饅ノ存在ト種類ト

ヲ考察畠入レナケ1ノバ，種々ノ誤リニ階ル恐ガアル．

本研究ハ帝國學士院學術研究費ノ補助二貢プ慶ガ多イ．披二感謝ノ意ヲ表ジマス、
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